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(2)施設等

森林ステーション

0芦生研究林 京都府南丹市美山町芦生 林長石原正恵

1921年設僅（芦生演習林） ／面稽4,185.6ha/ 常駐教職員11人

0北海道研究林 林長小林和也

標茶区 北海道）1|上郡標茶町多和553

1949年設置（農学部附属北海道演習林標茶区） ／面積l,446.8ha/ 常駐教職員10人

白糠区 北海道白糠郡白糠町西二条北8-1-10

1950年設置（農学部附属北海道演習林白糠区） ／面積880.4ha

0和歌山研究林 和歌山県有田郡有田川町J::湯川76 林長徳地直子

1926年設置（農学部附属和歌山演習林） ／面積842.Oha / 常駐教職員3人

里域ステーション

0上賀茂試験地京都市北区上賀茂本山 2 試験地長舘野隆之輔

1926年設置（農学部附属演習林上賀茂試験地）、 1949年移転／面積 46.8ha/ 常駐教職員7人

0徳山試験地 山口県周南市徳山鉢窪10769 試験地長徳地直子

1931年設置（農学部附属徳山砂防演習地）、 1942年移転（農学部附属演習林徳山試験地）、 1966年再移転

／面積 41.9ha／常駐教職員0人

0北白川試験地京都市左京区北白）1|追分町 試験地長徳地直子

1924年設置（農学部林学科苗畑） 1925年所管替（農学部附属演習林本部試験地） ／面積1.3ha／常駐教職員2人

0紀伊大島実験所和歌山県東牟婁郡串本町須江 所長甲斐嘉晃

1937年設置（農学部附属大島暖帯植物試験地）、 1967年改称（亜熱帯植物実験所） ／面積11.8ha／常駐教職員0人

海域ステーション

0舞鶴水産実験所京都府舞鶴市長浜 所長益田玲爾

1947年設置（農学部水産学科） 1972年設置（農学部附属水産実験所） ／面積2.Oha/ 常駐教職員8人

0瀬戸臨海実験所 和歌山県西牟婁郡白浜町459 所長下村通脊

1922年設置（理学部附属臨海研究所）、 1930年水族館一般公開開始、 1938年改称（瀬戸臨海実験所）、

1968年畠島実験地を取得／面積6.8ha（畠島実験地2.7haを含む） ／常駐教職員15人

（京都本部地区（吉田キャンパス北部構内） ／ 常勤教職員 18人）

会議室・センター長室•森林系図書室・研究室・実験室・事務室など ：農学部総合館

隔地教員研究室

森林／里域フィールド管理部門・森里海連環学プロジェクト支援室
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j.Pod（京大フレーム工法）実証実験棟＊

連携研究推進棟＊・北部総合教育研究棟

：旧演習林事務室棟＊

：北白）1|試験地事務室棟＊

＊北白川試験地内



(3)教育研究部

教育研究部は、研究推進部門、森林生態系部門、里域生態系部門、海洋生態系部門の 4部門、 7分野から構成される。

研究推進部門

本部門では、森里海遮環学に関わる研究プロジェクトや教育活動を実施している。この部門には、森里海連環学プロ

ジェクト支援室が設置されており、フィールド調査や化学分析を支援している。

森里海連環学分野

日本の沿岸域生態系は、多様な海洋生物を育んできたが、近年は深刻な問題を抱えるようになった。人間の過剰な経

済活動が、水質汚染や藻場・千潟の消失を引き起こし、ダム建設、埋立や河川横断構造物建設といった経済開発による

水•砂の流系の分断が生態系間のつながりを破壊している。当分野では、森里海連環学を通して、森から海までのつな

がりと人間の関わり方を統合的に管理していくことによって、問題の解決を図ろうとしている。

［教員］赤石大輔（連携准教授）

森林生態系部門

本部門は、 3ヶ所の研究林と3ヶ所の試験地の管理と運営を担当し、森林生態系に関するフィールド教育・研究活動を

展開している。生態系サービスや多面的機能の定量的評価や社会的評価を目標として、森林生態学、森林育成学、森林

管理学、生物地球化学などさまざまな分野にわたる手法と概念を用いて総合的に解析している。森里海連環学への取り

組みとして、森林生態系と水域生態系の間の生物と物質のつながりも研究している。

森林育成学分野

森林育成学分野では、森林生態系サービスをバランス良く享受できる森林資源の育成と管理、利用方法の構築を目的

とし、窒素等の物質循環を通じた森林生態系機能と更新機構を中心とした森林動態の解明に関する研究を行っている。

さらに、シカによる植生被害の影響および対策や、生態系情報に基づく持続可能な森林資源の育成・利用方法に関する

技術的研究にも取り組んでいる。当分野は、協力講座として農学研究科に森林育成学分野を提供している。

［教員］徳地直子（教授） •長谷） ii 尚史（准教授） ・伊勢武史（准教授） •石原正恵（准教授） ． 
佐藤弥（連携准教授）

森林情報学分野

森林情報学分野では、森林から流域に流出する物質と森林環境の関係や、伐採等の人間活動が植生・士壌・流域の物

質循環系におよぼす影響など、森と流域の連環について研究している。さらに、国産材の流通・消費の変化を解析する

ことで、適切な森林資源の管理手法を検討している。これらの研究をもとに、地球環境変化や社会環境の変化のもとで

の森林流域生態系の変化を把握するとともに、適切な森林利用と管理をするために人びとの森林環境に対する意識調

査に取り組んでいる。当分野は、協力講座として農学研究科に森林情報学分野を提供している。

［教員］舘野隆之輔（教授） •吉岡崇仁（特任教授） ・小林和也（准教授） ・坂野上なお（諧師）

松岡俊将（講師） ・中西麻美（助教） ・杉山賢子（助教） ・横部智浩（特任助教）

里域生態系部門

山間部から沿岸部に至る広く、変化に富む地域は、人間の関与が様々な強度で継続しており、自然と人間の相互作用、

もしくは人間と自然との共生によって生み出される特有の生態系を形成する。この生態系には、農菓、林業、水産業と

いう人間の生活を維持するために必要な基本的な生業による二次的自然が含まれるほか、居住域としての農山漁村や

都市も含まれる。これらの人間が与えるインパクトを把握することは、現在の地球環境問題の本質の把握にも通じるも

のであり、本部門ではそのために不可欠な人間ー自然相互作用環の解明を多くの視点から実践し、その共生システム構

築のための教育研究を行う。
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里地生態保全学分野

里地生態保全学分野では、人里と一部に里山や里海、里空を含む、いわゆる里地に分布するかく乱依存性植生ならび

にかく乱依存性植物の起源、伝播、歴史および生態的特性を、文明や地域文化的多様性とその変容と関連付けながら明

らかにし、それらの管理保全体系ならびに持続的共存に関して考察をしている。

［教員］

里海生態保全学分野

里海生態保全学分野では、魚介類の生態、行動、系統分類などについて、多様な視点から研究を進めている。また、

陸域の環境と人間活動が沿岸域の生物生産機構に与える影響を調べている。森から海までの生態系のつながりの分断

によって、海の生態系が劣化しているという仮説を検証し、そのメカニズムの解明をめざす。当分野は舞鶴水産実験所

および教育研究ユニット生物多様性・生態学的メカニズムグループ（吉田キャンパス）を教育研究の拠点とし、協力講

座として農学研究科に里海生態保全学分野、地球環境学舎に水域生物環境論分野を提供している。

［教員］益田玲爾（教授） ・甲斐嘉晃（准教授） ・鈴木啓太（助教）．邊見由美（助教）

高橋宏司（助教） （ー2023.11.) ・伊藤岳 （特任助教） （ー2024.3.) 

海洋生態系部門

本部門では、海洋生物を研究材料として用い、分類学、進化生物学、発生生物学、生理生態学、生物地理学といった

様々な基礎生物学的な研究教育活動を、分子レベルから生態系レベルにわたって広範囲に展開している。更にその研究

フィールドを熱帯域・北方域へと地球規模に広げながら、環境生物学や保全生物学といった応用的な領域へと、その教

育研究活動の内容を拡大している。

基礎海洋生物学分野

基礎海洋生物学分野では、海洋生物の多様性と進化プロセスを解明するための自然史研究を行っている。系統分類学

は、形態および分子レベルにおける系統と分類学の研究、および、生物地理、地史をも含め、系統地理学、淮化学的研

究を進めている。機能形態学では、比較形態学的研究や、発生学、分子生物学的手法による形態形成のメカニズムを解

明する研究を行うとともに、海洋生物の多様性を保全するために、多様な生物が環境の変動に対してどのように反応す

るのかを明らかにするべく、研究を行っている。当分野は瀬戸臨海実験所を教育研究の拠点とし、協力講座として理学

研究科に洵洋生物学分科を提供している。

［教員］朝倉彰（教授）・下村通脊（准教授） ・中野智之（准教授） （2023.6.-／講師ー2023.5.) 

河村真理子（特定講師） （2023. 10．ー） ・後藤龍太郎（助教） ・山守瑠奈（助教） ． 

Bao Sarina（特任助教） （2023.4.-2024. 3.) 

海洋生物環境学分野

海洋生物環境学分野では、海洋をはじめ、湖沼や河川を含む水圏における、持続的な生物生産をもたらす水圏生態系

の仕組みや、その変動機構ならびに水圏生態系に生息する魚類や海産ほ乳動物などの行動生態を研究している。そのた

めの手法として、安定同位体分析、生態系モデルによるシミュレーションならびにバイオテレメトリーやマイクロデー

タロガーによるバイオロギングを用いた研究を行っている。当分野は、時限的にフィールド研にも所属する農学研究科

からの流動分野である。

教員三田村啓理（教授）・山下洋（特任教授） ・市川光太郎（准教授）・小林志保（助教）．

久米学（特定助教） （ー2024.3.)
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(4)管理技術部

企画情報室と、森林、里域、水域の 3フィールド管理部門、 9施設の管理技術班からなる。フィールドの管理・運営

および基礎情報の収集、情報管理、技術閲発、教育研究支援を行う。

企画情報室

技術部長朝倉彰

統括技術長境慎二朗

室長三田村啓理

森里海連環学プロジェクト支援室室長徳地直子

森林フィールド管理部門

0芦生研究林管理技術班

0北海道研究林管理技術班

0和歌山研究林管理技術班

里域フィールド管理部門

0上賀茂試験地管理技術班

0徳山試験地管理技術班

0北白）11試験地管理技術班

0紀伊大島実験所管理技術班

水域フィールド管理部門

0舞鶴水産実験所管理技術班

0瀬戸臨海実験所管理技術班

(5)事務部

技術長境慎二朗

技術長藤井弘明

技術長加藤哲哉

フィールド研の事務は、フィールド科学教育研究センター事務部が担っている。また、共通事務部である北部構内事

務部の各担当部署がフィールド研の業務を所掌している。

フィールド科学教育研究センター事務部 事務長 尾田直之

事務室長 椿野康弘 (-2024. 03) 

北部構内事務部 （フィールド研担当部署のみ表示） 事務部長 八木清隆 (-2024. 03) 

総務課 人事掛、給与掛 総務課長 野田航多 (2023. 04-) 

農学研究科等総務掛

管理課 管理掛、財務掛、研究推進掛 管理課長 谷内秀樹

経理課 フィールド研経理総括掛 経理課長 奥山諭

芦生研究林事務掛

北海道研究林事務掛

瀬戸臨海実験所事務掛

運営費•寄附金掛、旅費等経理事務センター事務掛、

産官学連携掛、科学研究費等補助金掛

施設安全課 施設掛、設備掛、安全管理掛 施設安全課長 川邊博之 (-2024. 03) 

教務・図書課農学研究科等学術情報掛＊、共通図書掛 教務・図書課長尾田直之

（＊森林系図書室を所掌）

国際室 国際企画支援掛 国際室長 江田修身

学術研究支援室北部地区担当チーム
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(6) 2023年度の活動（総括）

センター長／基礎海洋生物学分野教授朝倉彰

フィールドワークを主たる研究と教育の活動としている当部局は、新型コロナウイルスの感染拡大の防止に鑑みた

長期にわたった行動制限により大きな影響を受けてきて、教員にとっても学生にとっても長く困難な時代であった。

2023年度はそれが解除され通常の活動に復帰した。教育面において、農学研究科、理学研究科および地球環境学舎の協

力講座、協力分野として、研究科の教育ならびに学部教育に貢献している。全学教育に関しては、統合科学科目群「森

里海連環学分野」の講義科目、実習科目、 ILASセミナーの開講状況も通常通り実施された。

教育関係共同利用に関する拠点（舞鶴水産実験所、瀬戸臨海実験所、芦生研究林・北海道研究林・上質茂試験地）にお

いても、活動は正常に復帰し公開実習を実施した。また他大学の実習科目も受け入れたほか、他大学学生・院生による

論文作成のための利用も受け入れた。これらの拠点がそれぞれの専門分野における全国の大学が活用するハブ機能を

有する場として活用されているのは誠に喜ばしく、ますますの発展を期待したい。

本年度は当部局の創設20周年にあたり、その記念式典とシンポジウムを百周年時計台記念館百周年記念ホールにて、

11月に開催し、会場参加約250人、オンライン参加約100人と多くの関係者にご参加いただいた。基調講演として畠山

重篤社会連携教授による「森は海の恋人人の心に木を植える」があり、「フィールド研の誕生・歩みと未来」の講演を

前センター長の、田中克名誉教授、吉岡崇仁名誉教授、ならびに私で行った。また隔地施設における教育と研究の歩

みに関する紹介の講演を各施設の代表の教員が行った。

また当部局では、森里海連環学を標榜し地球環境間題や地域に密着した人と自然の関わりについての教育研究を行

い、広く学生や若い世代にこうした間題の意識を高め、人材育成や広く社会に対しての啓蒙的な取り組みをしている。

その一環として高大連携事業を行い、全国の高校にお声かけをして森里海連環学に関する自由研究をしていただき、 1

年に一度京都に集まっていただき発表会を実施している。本年度は、創設20周年記念式典のプレ企画として高校生研究

ポスター発表会を百周年時計台記念館で閲催した。

本年は当部局と公益財団法人イオン環境財団による「新しい里山・里海共創プロジェクト」の 2年目にあたる。本

事業では、里山・里海の現状を知る、モデルとなる里山・里海をつくる、新しい里山里海を創る人たちとつながるを 3

本の柱としている。この事業を推進する新たな研究員の採用を実施して体制も整った。本年度は、この分野の教育・研

究・社会連携活動を本格的に進め、里山・里海に関わる地域の方々が、研究者等と協働しプロジェクトから得られる科

学的な知見を活用して、自立的・持続的な活動を共に創り出せるシチズンサイエンスを推進している。

当部局では、ここ数年の間に定年退職を迎える教員が多く、そのため大幅に人員が若返り、新しい体制が築かれつつ

ある。研究と教育に今後の新たな展開が期待できると言える。
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(7) 2023年度の主な取り組み（日記）

(1) 2023年4月1日

森林生態系部門の坂野上なお助教、松岡俊将助教がそれぞれ講師に昇任。大阪産業大学の赤石大輔准教授

が、研究推進部門の連携准教授に就任。海洋生態系部門に、 BaoSarina特任助教が着任

(2) 2023年4月～

2023年度新入生向けILASセミナーを閲講

・「フィールド実習“森は海の恋人”」 （舞根森里海研究所）

朝倉彰、下村通誉、中野智之、後藤龍太郎、山守瑠奈

・「森での感動を科学する」 （芦生研究林） 伊勢武史

・「京都の文化を支える森林ー地域の智恵と生態学的知見」 （芦生研究林、上賀茂試験地ほか）

徳地直子、石原正恵、坂野上なお他

・「貝類の不思議」 （瀬戸臨海実験所）中野智之

・「森を育て活かす一林業体験をとおして考える」 （和歌山研究林）長谷川尚史

・「甲殻類学入門」 （瀬戸臨海実験所）下村通誉

・「森と暮らしを繋ぐ持続可能なデザイン」 徳地直子ほか

・「里山の物質循環-'燃料・肥料・食料から考える一」（上賀茂試験地）舘野隆之輔

・「京都の海の沿岸動物学入門」 （舞鶴水産実験所）鈴木啓太、甲斐嘉晃、退見由美

・「海洋共生生態学入門」 （瀬戸臨海実験所）後藤龍太郎、邊見由美

・「北海道の昆虫相」

・「黒潮流域の海洋生物自然史」

・「北海道のきのこの多様性と生き方」

・「芦生研究林の菌類多様性に触れよう」

(3) 2023年4月～7月

（北海道研究林）小林和也、杉山賢子

（瀬戸臨海実験所）山守瑠奈

（北海道研究林）杉山賢子、小林和也

（芦生研究林）松岡俊将

全学共通科目「森里海連環学I：森・里•海と人のつながり」「森里海連環学II ：森林学」開講

(4) 2023年2月1日～5月14日

瀬戸臨海実験所附属白浜水族館において、企画展「海洋生物を究める！一JAMBIO沿岸生物合同調査の紹介ー」

を開催

(5) 2023年4月14日

舞鶴水産実験所共同利用運営委員会を開催

(6) 2023年4月14日

瀬戸臨海実験所共同利用運営委員会を開催

(7) 2023年4月14日

水産・臨海・臨湖実験所フィールド実習ワークショップ「コロナ禍に行われた瀬戸臨海実験所の実習（事例

報告） 」をオンラインで開催（参加者20人）

(8) 2023年4月15日～2024年3月10日

上賀茂試験地において、里山おーぷんらぼ＠上賀茂を実施（第1~11回）

(9) 2023年4月16日

森林生態系部門に張曼青特定助教が着任

(10) 2023年4月18日～2024年1月16日

和歌山研究林において、和歌山県立有田中央高等学校清水分校との共催でウッズサイエンスを開講（週1回・

3年生l人）

(11) 2023年4月18日～2024年3月19日

瀬戸臨海実験所において、瀬戸海洋生物学セミナーをオンラインで開催（第76~86回）
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(12) 2023年4月22日、 5月20日、 6月17H

瀬戸臨海実験所附属白浜水族館において、きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験」を開催 (4

月12人・ 5月14人・ 6月18人）

(13) 2023年4月22日、 7月22日

舞鶴水産実験所において、イオン環境財団とともに「京都大学舞鶴水産実験所で木の枝を海に沈めて集まる

魚を観察しよう！」を開催

(14) 2023年4月26日

徳山試験地において、避難訓練を実施(4人）

(15) 2023年5月1H

森林生態系部門に田中拓弥特定研究員（新しい里山・里海共創プロジェクト）が着任

(16) 2023年5月14日～2024年2月10日

和歌山研究林において、有害鳥獣捕獲のための入林制限を実施（捕獲実施日数は計l2H)

(17) 2023年5月22日

和歌山研究林において、有田川町立八幡小学校との共催で、森林体験学習を実施 (5年生12人、教諭2人）

(18) 2023年5月26日、 10月26日

和歌山研究林において、和歌山県立有田中央高等学校清水分校との共催で、森林ウォークを実施 (1年生2

人、教諭2人）

(19) 2023年5月26日

徳山試験地において、周南市連携事業「鼓南中学校環境学習」を罪催（中学生11人、引率8人）

(20) 2023年5月27日

徳山試験地において、京都大学・周南市連携講座を開催 (28人）

(21) 2023年6月1日

海洋生態系部門の中野智之講師が准教授に昇任

(22) 2023年6月5~15日

大雨の影響で研究林事務所への道が不通となったため、事務所機能を清水分室に仮移転

(23) 2023年6月6日

芦生研究林・北海道研究林・上賀茂試験地共同利用運営委員会を開催

(24) 2023年6月8~9日

芦生研究林において、芦生もりびと協会と共催で、美山小学校「芦生グリーンワールド」を開催（美山小4年

生23人）

(25) 2023年6月17日

瀬戸臨海実験所とイオン環境財団が主催して、「畠島ビーチクリーン活動」を実施(30人）

(26) 2023年6月18日

北海道研究林白糠区において、初夏の花観察会プチフラワーソン2023を開催（参加者9人）

(27) 2023年6月18~24日

白浜水族館にて、京都大学126周年記念缶バッジ（全2種類）を配布

(28) 2023年7月4日

吉田事業所産業医が、和歌山研究林を巡視

(29) 2023年7月14日， 2024年1月23日， 3月21日

「新しい里山里海の勉強会」をオンラインで開催(7月第3回参加者130人， 1月第5回107人 3月第6回158人、連

携高校9校56人を含む））

(30) 2023年7月21日～8月31日

白浜水族館において、「研究者と飼育係のこだわり解説ツアー」「大水槽エサやり体験」を開催 (314人・ 151

人）

(31) 2023年8月5日
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めの入林制限を実施

(47) 2023年10月2日

舞鶴水産実験所において、避難訓練を実施(27人）

(48) 2023年10月7日

北海道研究林標茶区において、自然観察会「秋の森の生態系」を閲催（京大ウィークス参加イベント、 18人）

(49) 2023年10月8~9日

京都府立植物園において「きょうと＊いきものフェス！ 2023」が開催され、ブースを出展

(50) 2023年10月12日

和歌山研究林が、マルカ林業株式会社社有林において、和歌山県紀の国森づくり基金活用事業（緑育推進事

業）を実施（楠見西小5年生27人、教諭2人）

(51) 2023年10月14日

徳山試験地および周南市役所の多目的室において、周南市と共催で、周南市・京都大学フィールド科学教育

研究センター連携公開講座を開催（京大ウィークス参加イベント、 32人）

(52) 2023年10月14日、 12月9日、 2024年3月2日

瀬戸臨海実験所附属白浜水族館において、きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の飼育体験」を開催 (lo

月10人・ 12月11人・ 3月8人）

(53) 2023年10月14日

和歌山研究林において、ミニ公開講座を開催（京大ウィークス参加イベント、 12人）

(54) 2023年10月14日～12月16日

上賀茂試験地において、公開森林実習III「森林・里山の生態系サービスを学ぶ」を実施（教育関係共同利用

拠点事業、他大学5人）

(55) 2023年10月15日

上賀茂試験地において、イオン環境財団とともに「里山フェスin上賀茂試験地：洛再Linksのみんなと里山で

遊ぼう！！」を実施(44人）

(56) 2023年10月18日～12月22日

瀬戸臨海実験所附属白浜水族館において、特別標本展示「新種の貝とヨコエビ」を実施

(57) 2023年10月21日

芦生研究林において、一般公開を開催（京大ウィークス参加イベント、 31人）

(58) 2023年10月21日

北海道研究林標茶区において、「しべちゃアドベンチャースクール」を実施（高校生5人、小学生15人）

(59) 2023年10月21日

瀬戸臨海実験所において、公開ラボ・施設見学「白浜の海の自然と発見」を実施（京大ウィークス参加イベン

ト、 15人）

(60) 2023年10月27~29日

芦生研究林において、芦生菌類ワークショップを開催 (12人）

(61) 2023年10月29日

イオンモール京都桂川において、「里山里海つながるフェス＠イオンモール京都桂川」を開催（第4回新しい

里山里海の勉強会併催） 295人（午前91人、午後204人）

(62) 2023年11月1日

和歌山研究林において、有田川町立八幡小学校との共催で、森林体験学習を実施 (5年生10人、教諭2人）

(63) 2023年11月2日

京都大学監事が、芦生研究林を視察

(64) 2023年11月17日

和歌山研究林が、マルカ林業株式会社社有林において、和歌山県紀の国森づくり基金活用事業（緑育推准事

業）を実施（和歌山市立有功小学校5年生41人、教諭3人）
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(65) 2023年11月18日

上賀茂試験地において、秋の自然観察会を実施（京大ウィークス参加イベント、 18人）

(66) 2023年11月19日

百周年時計台記念館において、高校生森里海研究ポスター発表会を開催（連携高校12校）

(67) 2023年11月19日

百局年時計台記念館とオンラインにて、京都大学フィールド研創設20周年記念式典およびシンポジウムを開

催（会場250人、オンライン100人）

(68) 2023年11月24日

和歌山研究林が、マルカ林業株式会社社有林において、和歌山県紀の国森づくり基金活用事業（緑育推進事

業）を実施（和歌山市立新南小学校5年生40人、教諭3人）

(69) 2023年11月28日

舞鶴水産実験所が、京都地区研究室とともに、海洋合同セミナーをオンラインで実施

(70) 2023年11月30日

里域生態系部門の高橋宏司助教が退職（新潟大学へ転出）

(71) 2023年12月5~9日

瀬戸臨海実験所において、全学共通科目「博物館実習（館園実務）」を実施 (1人）

(72) 2023年12月12日

国連大学ウ・タント国際会議場とオンラインで開催された、イオン環境財団主催第1回SATOYAMAフォーラム

「里山が持つ新たな価値創造＝ネイチャーポジティブとウェルビーイング」において、舘野隆之輔教授とBao

Sarina特任助教が登壇

(73) 2023年12月17日

芦生研究林が、京都丹波高原国定公園ビジターセンターと共催で、ビジターセンターにおいて、京都丹波高

原国定公園ゼミ「第4講‘‘どうする？私たちと森とのつながり！”」を実施（参加者17人）

(7 4) 2023年12月23~27日

舞鶴水産実験所において、全学共通科目「博物館実習（館圏実務）」を実施(2人）

(75) 2023年12月23~27日

舞鶴水産実験所において、公開実習「博物館実習（館園実務）」を実施（教育関係共同利用拠点事業、他大学2

人）

(76) 2023年12月23日～2024年4月7日

白浜水族館において特別企画展「絶滅のおそれのある海の生き物展：和歌山県レッドデータブックでひもと

く」を開催

(77) 2023年12月26日

パランカラヤ大学（インドネシア共和国）と、部局間学術交流協定を締結

(78) 2024年1月1~3日

瀬戸臨海実験所附属白浜水族館にて、「白浜水族館からのお年玉」オリジナルステッカーを配布

(79) 2024年1月11日

和歌山研究林のフィールド実習等の映像を作成し、フィールド研YouTubeチャンネルで公開

(80) 2024年1月22日

芦生研究林長石原准教授他が『「大学の森」が見た森と里の再生学一京都芦生・美山での挑戦』が京都大学学

術出版会から出版

(81) 2024年1月23日

「新しい里山里海の勉強会（第5回）」をオンラインで開催（参加者107人）

(82) 2024年1月30日

上賀茂試験地が、武田薬品工業株式会社と事業連携を目的とした協定を締結

(83) 2024年2月5日
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協議員会を開催

(84) 2024年2月7日

瀬戸臨海実験所において、防災防火訓練を実施 (26人）

(85) 2024年2月17日

瀬戸臨海実験所附属白浜水族館において、イオン環境財団と共催で、新しい里山・里海共創プロジェクト

「白浜の豊かな海と生き物について学ぼう！」を実施（参加者33人）

(86) 2024年2月19日

北海道研究林標茶区において、防災訓練を実施 (11人）

(87) 2024年2月20~22日

芦生研究林において、全学共通科目「森里海連環学実習III：暖地性積雪地域における冬の自然環境」を実施

(13人）

(88) 2024年2月24日～3月2日

瀬戸臨海実験所において、公開臨海実習「海産無脊椎動物分子系統学実習」を実施（教育関係共同利用拠点事

業、他大学7人・京大1人）

(89) 2024年3月2日

まつもと市民芸術館およびオンラインにて、第19回京都大学附置研究所・センターシンポジウム 京都大学

松本講演会京都からの挑戦ー地球社会の調和ある共存に向けて一「京大発の研究のながれ、そして未来

へ」を開催

(90) 2024年3月3日

「森里連環学に基づく豊かな森と里の再生」研究会および、京都丹波高原国定公園ビジターセンター運営協

議会が主催して、京都丹波喬原国定公園ビジターセンターおよびオンラインにて、「美山x研究つながる集

会」第4回「地域を元気にするタネをみつける～人口減少社会における担い手不足と向き合う～」を閲催（芦

生研究林協力、参加者57人）

(91) 2024年3月4~8日

舞鶴水産実験所他において、公開実習「仔稚魚学実習」を実施（教育関係共同利用拠点事業、他大学3人、農

学部科目「海洋生物科学技術論と実習IV」併催）

(92) 2024年3月6日

芦生研究林、北海道研究林、 J::賀茂試験地が、森林系教育拠点フォローアップ検討会をオンラインで開催

(93) 2024年3月8日

国際科学イノベーション棟において、朝倉彰教授退職記念講演会「海産無脊椎動物の多様性と種分化ー甲

殻類を中心に」を開催（参加者85人）

(94) 2024年3月11日

上賀茂試験地において、避難訓練を実施(8人）

(95) 2024年3月11日

北白）11試験地において、避難訓練を実施(3人）

(96) 2024年3月11日

瀬戸臨海実験所畠島実験地の映像を作成し、フィールド研YouTubeチャンネルで公開

(97) 2024年3月13~17日

瀬戸臨海実験所において、公開臨海実習「藻類と海浜植物の系統と進化」を実施（教育関係共同利用拠点事

業、他大学5人・京大1人、理学部「臨海実習第3部」併催）

(98) 2024年3月15~16日

瀬戸臨海実験所において、防災研究所、複合原子力科学研究所、フィールド研の3部局による「技術職員の将

来のあり方に関する意見交換会」を実施

(99) 2024年3月23~29日

瀬戸臨海実験所において、公開臨海実習「沿岸域生態系多様性実習」を実施（教育関係共同利用拠点事業、他
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大学7人、京大生1人、全学共通科目「森里海連環学実習IV」併催）

(100) 2024年3月23~29日

瀬戸臨海実験所において、森里海連環学実習IV「沿岸域生態系に与える陸・川・人の影響」を実施(11人）

(lol) 2024年3月23~31日

瀬戸臨海実験所において、春休み特別イベント「研究者と飼育係のこだわり解説ツアー」「バックヤードツア

ー」を毎日開催（解説ツアー（一般61人）、バックヤードツアー（小学生以上87人））

(102) 2024年3月25~27日

瀬戸臨海実験所附属白浜水族館において、春休み特別イベント「大水槽エサやり体験」を開催（小学生以上

35人）

(103) 2024年3月29日

芦生研究林において、避難訓練を実施(11人）

(104) 2024年3月29日

和歌山研究林において、避難訓練を実施(4人）

(105) 2024年3月31日

朝倉彰センター長・教授が定年退職。海洋生態系部門の久米学特定助教、 BaoSarina特任助教（特定研究員）

および、里域生態系部門の伊藤岳特任助教（特定研究員）がそれぞれ退職。
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4)芦生研究林における超学際研究教育

芦生研究林長／森林育成学分野准教授石原正恵

「超学際 (Transdi sci pl inary)」とは、多様な分野の研究者と様々なステークホルダーが協働して課題解決を目指す

ことをいいます。 2015年に設立された FutureEarth （持続的な社会を目指す国際的な研究ネットワーク）の中でも新

たな科学のスタイルとして提唱されました。自然科学と人文学・社会科学の研究者が協働するだけでなく、研究者と多

様な主体（ステークホルダー）が協働し、研究計画の立案 (Co-design)、知見の創出 (Co-production)、活動の実践 (Co-

action/Co-delivery)、評価 (Co-evaluation)までを行うものです。

フィールド研は設立された 20年前から森里海連環学を提唱してきましたが、それは超学際を先取りしていたと考え

られます。初代センター長の田中克先生の言莱「“森は海の恋人”の世界を科学する新たな統合学問領域であり、社会

運動と連携して初めてゴールに到達する」からそのことが感じられます。さらに隔地施設として美山町に 100年間にわ

たり存在しつづけてきた芦生研究林の歴史を紐解くと、森林経営、ダム問題、クマハギ被害、地域振興など様々な課題

に対し、社会の砦さまとともに歩んできました。

こうしたフィールド研や芦生研究林の歴史と、社会的な動きとを踏まえ、 2018年 10月から日本生命財団の研究助成

を受け、「森里連環学に基づく豊かな森と里の再生：「芦生の森」における研究者と地域との協働に基づく学際実践研

究」（「森里連環学に基づく豊かな森と里の再生」研究会、代表徳地直子）が始まりました。このプロジェクトでは、従

来個別に扱われてきた過疎化・高齢化という「里」の課題と、ニホンジカによる食害や気候変動などの「森」の課題を

統合的に扱い、課題解決を目指しています。生態学、多様性学、保全学、農村計画学、経営学などを専門とする研究者

が学際研究に取り組みました。研究計画の立案段階では、芦生や美山町に関わる様々な方々へのインタビューや座談会

などを通じ、課題として感じておられることを学びながら、各研究者がテーマや協働相手を選定しつつ、協働相手とと

もに co-design,co-production, co-actionを行ってきました。具体的には、ガイド、芦生山村活性化協議会、京都丹

波高原国定公園ビジターセンター、美山観光まちづくり協会、行政、猟師、京都府立植物園、市民科学者、企業などと

協働・連携し、 トチノキの保全と活用（坂野上なぉ 1•石原正恵り、わさびを材料とした森の豊かさの発信・経済価値

化（内田恭彦り、希少植物種の域外保全（阪口翔太り、効果的な植生回復方法の解明（石原正恵り、観光戦略立案の

ための観光客へのアンケート調査（清水夏樹り、ガイドとのきのこ相調査（赤石大輔り、研究者と地域がつながるプ

ラットフォームづくり （福島誠子 4.赤石大輔りなどに取り組みました。 (1京都大学フィールド科学教育研究センター、

2山口大学経済学部、 3京都大学大学院人間・環境学研究科、 4京都大学野生動物研究センター（いずれも当時））

プロジェクト助成期間の 3年間で、論文などの成果物や様々な活動を展開でき、また多様なステークホルダーとの協

働の体制なども幣ってきました。その成果は、『「大学の森」が見た森と里の再生学 京都芦生・美山での挑戦』 (2024

年、石原正恵・赤石大輔・徳地直子編、京都大学学術出版会）に取りまとめました。本薔は、超学際に取り組む様々な

人にも実践的に参考になるように、さらに読み物としても楽しんでいただけるように平易な記述を心がけました。さら

に、学術的に未確立な超学際研究の評価についても挑戦しました。本プロジェクトを経て、人と自然とのつながりがど

のように変化したのかを IPBESのフレームワークで評価したり、 MostSignificant Changeという手法により研究者自

身がどのようにプロジェクトを捉えたのかを評価しました。さらに超学際研究の課題についても、研究者個人レベルの

課題から、学術界の課題までを議論しました。当センターの今後の森里海連環学の発殷にも寄与すると幸いです。

多くのプロジェクトでは助成期間が終わると、取り組みも終わってしまいます。しかし、超学際研究というのはとて

も長い時間がかかるものです。そうでなければ、森の再生や農山村の過疎・高齢化にともなう課題は解消できません。

森里海連環学、そして芦生研究林の目標「様々な生き物が棲む森、多様な人がともに学ぶ場」を推進するため、本プロ

ジェクトをきっかけとして始まった取り組みは、芦生研究林として、あるいは研究会として、プロジェクト終了後も継

続しています。

教育面では、 2023年に実施した森里海連環学実習 III、ILASセミナー「京都の文化を支える森林：地域の知恵と生

態学的知見」、公開森林実習 I、総合生存学館「サービスラーニングA」、人間環境大学「奥山里山管理実習／森林管理実

習 B／共同フィールドワーク」において、地域の皆さまにもご協力いただき、栃やわさびなどの超学際研究をプログラ

ムの中に組み込んでいます。
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(3)全学共通科目

（講義・実習：統合科学科目群）

講義名 担当教員 形態 対象 開講期 単位

森里海連環学I ：森・里•海と人のつな 徳地、舘野、益田、三田村、下村、長谷川、 講義 全回生 前期 2 

がり 伊勢、坂野上

森里海連環学II ：森林学 徳地、舘野、長谷川、伊勢、石原、小林（和）、 講義 全回生 前期 2 

坂野上、中西、松岡、杉山、横部ほか

森里海連環学実習I ：芦生研究林一由 益田、中西、甲斐、鈴木、石原、邊見、松 実習 全回生 前期集中 2 

良）l|一丹後海のつながりを探る 岡

森里海連環学実習II ：北海道東部の森 舘野、小林和、中西、杉山ほか 実習 全回生 前期集中 2 

と里と海のつながり

森里海連環学実習III :暖地性積雪地 石原、坂野上、松岡 実習 全回生 後期集中 1 

域における冬の自然環境

森里海連環学実習IV ：沿岸域生態系に 朝倉、下村、中野、後藤、山守ほか 実習 全回生 後期集中 2 

与える陸・川・人の影警

（講義・実習：キャリア形成科目群）

:::実習（館圃実務） I□：三〗・村、邊見ほか ::  I口:生～ 1：:：』単イ：
(ILASセミナー：少人数教育科目群）
講義名 担当教員 形態 対象 開講期 単位

フィールド実習“森は海の恋人” 朝倉、下村、中野、後藤、山守 ゼミ 1回生 前期集中 2 

森での感動を科学する 伊勢 ゼミ 1回生 前期集中 2 

京都の文化を支える森林ー地域の智恵 徳地、石原、坂野上 ゼミ 1回生 前期集中 2 

と生態学的知見

貝類の不思議 中野 ゼミ 1回生 前期集中 2 

森を育て活かす一林業体験をとおして 長谷川 ゼミ 1回生 前期集中 2 

考える

甲殻類学入門 下村 ゼミ 1回生 前期集中 2 

森と暮らしを繋ぐ持続可能なデザイン 徳地 ゼミ 1回生 前期 2 

里山の物質循環~燃料・肥料・食料から 舘野 ゼミ 1回生 前期集中 2 

考える一

京都の海の沿岸動物学入門 鈴木、甲斐、邊見 ゼミ 1回生 前期 2 

海洋共生生態学入門 後藤、邊見 ゼミ 1回生 前期集中 2 

北海道の昆虫相 小林（和）、杉山 ゼミ 1回生 前期集中 2 

黒潮流域の海洋生物自然史 山守 ゼミ 1回生 前期集中 2 

北海道のきのこの多様性と生き方 杉山、小林和） ゼミ 1回生 前期集中 2 

芦生研究林の菌類多様性に触れよう 松岡 ゼミ 1回生 前期集中 2 
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(4)大学院教育・学部教育

フィールド研は、協力講座として、京都大学大学院農学研究科へ3分野、理学研究科へ1分野が参画して、大学院教育

および学部教育を行っている。また、大学院地球環境学舎へ協力分野として参画している。

協力講座としての教員配置と学生数 (2023年12月現在）

専攻 分野 教員 ポスドク 博士後期 修士課程 学部生
など 課程 (4回生）

森林科学専攻 森林育成学分野 徳地直子（教授） 1 7 

森林資源学講座 長谷）1|尚史（准教授）

伊勢武史（准教授）

石原正恵（准教授）

森林情報学分野 舘野隆之輔（教授） 1 3 

小林和也（准教授）

坂野上なお（講師）

＇ 
松岡俊将（講師）

中西麻美（助教）
研

杉山賢子（助教）究
科 応用生物科学専攻 海洋生物環境学分野 三田村啓理（教授） 3 11 4 

（流動分野） 市川光太郎（准教授）

小林志保（助教）

久米学（特定助教）

里海生態保全学分野 益田玲爾（教授） 1 1 8 

＜舞鶴水産実験所＞ 甲斐嘉晃（准教授）

鈴木啓太（助教）

湛見山美（助教）

理
生物科学専攻 海洋生物学分科 朝倉彰（教授） 2 4 5 

呂子 ＜瀬戸臨海実験所＞ 下村通誉（准教授）

研 中野智之（准教授）
究 後藤龍太郎（助教）
科

山守瑠奈（助教）

資源循環学廊 生態系連環論分野 徳地直子（教授）
地
（協力分野） 舘野隆之輔（教授）球

環 鈴木啓太（助教）， 
（）内は、休学中の学生数

大学院での提供科目

大学院農学研究科森林科学専攻
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位

森林情報学特論 II 舘野、松岡 BA14 修七1回生以上 後期集中 2 

森林育成学特論 II 伊勢、石原 BA16 修上1回生以上 後期 2 

森林情報学専攻演習1 舘野、小林（和）、坂野上、中西、松岡、 BB44 修上1回生以上 通年 4 

杉山

森林情報学専攻演習2 舘野、小林（和）、坂野上、中西、松岡、 BB45 修七2回生以上 通年 4 

杉山

森林育成学専攻演習1 徳地、長谷川、伊勢、石原 BB46 修士1回生以上 通年 4 

森林育成学専攻演習2 徳地、長谷川、伊勢、石原 BB47 修士2回生以上 通年 4 

森林情報学専攻実験l 舘野、小林（和）、坂野上、中西、松岡、 BC44 修士1回生以上 通年 5 

杉山

森林情報学専攻実験2 舘野、小林（和）、坂野上、中西、松岡、 BC45 修上2回生以上 通年 5 

杉山
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森林育成学専攻実験1

森林育成学専攻実験2

徳地、長谷川、伊勢、石原

徳地、長谷川、伊勢、石原

BC46 

BC47 

修士1回生以上 1通年

修士2回生以上通年

5

＿5
 

大学院農学研究科応用生物科学専攻

講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位

海洋生物環境学特論l 三田村、市川、小林（志）、久米ほか DA50 修七1回生以上 後期 2 

海洋生物環境学特論II 三田村、市川、小林（志）、久米ほか DA51 修七1回生以上 前期集中 2 

海洋生物環境学演習l 三田村、市川、小林（志）、久米ほか DB38 修上1回生以J:::通年 3 

海洋生物環境学演習2 三田村、市川、小林（志）、久米ほか DB39 修士2回生以上 通年 3 

海洋資源生物学演習l 益田、甲斐、鈴木、庇橋、邊見ほか DB40 修士1回生以上 通年 3 

海洋資源生物学演習2 益田、甲斐、鈴木、莉橋、遜見ほか DB41 修士2回生以上 通年 3 

海洋資源生物学演習1 益田、甲斐、鈴木、高橋、邊見 DB50 修七1回生以上 通年 3 

海洋資源生物学演習2 益田、甲斐、鈴木、嵩橋、湛見 DB51 修七2回生以上 通年 3 

海洋生物環境学専攻実験1 三田村、市川、小林（志）、久米ほか DC38 修上1回生以上 通年 6 

海洋生物環境学専攻実験2 三田村、市川、小林（志）、久米ほか DC39 修士2回生以上 通年 6 

里海生態保全学専攻実験1 益田、甲斐、鈴木、庇橋、邊見 DC50 修士1回生以上 通年 6 

里海生態保全学専攻実験2 益田、甲斐、鈴木、直橋、邊見 DC51 修士2回生以上 通年 6 

大学院理学研究科生物科学専攻（動物学系）

講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位

海洋生物学特論 朝倉、下村、中野、後藤、山守 8040 修上1• 2回生 前期 2 

機能形態・系統特論A 朝倉、下村、中野、後藤、山守 8131 修上1• 2回生 前期 2 

機能形態・系統特論B 朝倉、下村、中野、後藤、山守 8132 修士1• 2回生 後期 2 

海洋生物学ゼミナールA 朝倉、下村、中野、後藤、山守 8133 修士1回生 前期 2 

海洋生物学ゼミナールB 朝倉、下村、中野、後藤、山守 8134 修士1回生 後期 2 

海洋生物学ゼミナールC 朝倉、下村、中野、後藤、山守 8135 修士2回生 前期 2 

海洋生物学ゼミナールD 朝倉、下村、中野、後藤、山守 8136 修上2回生 後期 2 

海洋生物学ゼミナール 朝倉、下村、中野、後藤、山守 博士後期課程

大学院地球環境学舎環境マネジメント専攻

講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位

森里海統合管理学 徳地、舘野、石原、益田、朝倉、三田 3304 修士1• 2回生 前期 2 

村、鈴木ほか

（生態系連環論）国際環境マネジ 徳地、舘野 3363 修土2回生 前期・後 1 

メント基礎演習 期

（生態系連環論）環境マネジメン 徳地、舘野 3380 修士2回生 前期・後 1 

ト基礎演習 期

（生態系連環論）修士論文 徳地、舘野 修七2回生

（生態系連環論）地球環境学特別 徳地、舘野 5004-9 博士後期課程 前期・後 各l

実験及び演習 Ialb Ila Ilb Illa 期

IIIb 

（生態系連環論）環境マネジメン 徳地、舘野 7015-8 博士後期課程 前期・後 各l

ト演習 IaIb IIa IIb 期
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大学院情報学研究科

講義名

プラットフォーム学セミナー

認知科学基礎論

計算論的認知神経科学

担当教員

三田村ほか

佐藤ほか

佐藤ほか

科目

8702 

3151 

3163 

対象

修士1• 2回生

修七1• 2回生

修士1• 2回生

開講期

前期

前期

前期

位＿

2
＿2
-
2

単

学部での提供科目

農学部森林科学科

講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位

森林科学概論B 徳地、舘野、長谷川、伊勢ほか E104 1回生 前期集中 2 

森林育成学 徳地、長谷川、石原 El91 3回生 後期 2 

森林環境学 舘野、坂野上、松岡、杉山 E192 3回生 後期 2 

森林士木学 長谷川 E193 3回生以上 前期集中 1 

生態系シミュレーション 伊勢、石原、小林（和） E194 4回生 前期集中 2 

森林基礎科学実習II 坂野J:ほか E222 2回生 後期 2 

森林フィールド系実習及び実習法 長谷川、坂野J:::ほか E231 3回生 前期 3 

研究林実習I 石原、松岡ほか E251 2回生 前期集中 1 

研究林実習II 伊勢ほか E252 3回生 前期集中 1 

研究林実習III 小林（和）、中西、杉山ほか E253 3回生 前期集中 2 

研究林実習IV 小林（和）、中西、杉山ほか E254 3回生 後期集中 2 

課題研究（森林科学科） 森林科学科教員 E302 4回生 10 

農学部資源生物科学科

講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位

資源生物科学概論B 三田村ほか A106 1回生 前期 2 

海洋生物科学技術論と実習I 三田村、市川、小林（志）、益田、甲 A205 2回生 前期集中 2 

斐、鈴木、邊見、高橋ほか

海洋生物科学技術論と実習II 益田、甲斐、鈴木ほか A206 2回生 前期集中 2 

海洋生物環境学I 三田村、市川、小林（志）、久米ほか A223 3回生 前期 2 

海洋生物生態学 益田、邊見、断橋ほか A224 3回生 前期 2 

海洋生物科学技術論と実習IV 益田、甲斐、鈴木、邊見、高橋 A258 2回生 後期集中 2 

海洋生物科学 二田村、市川、小林（志）、益田ほか A259 2回生 後期 2 

海洋資源生物学基礎 三田村、益田、市）1|、小林（志）、久 A272 2回生 前期 2 

米、鈴木、麻橋、遜見ほか

魚類学 甲斐 A275 3回生 後期 2 

資源生物科学専門外書講義 三田村、市川ほか A281 3回生 前期 2 

海洋生物環境学II 三田村、市川、小林（志）、久米 A307 3回生 後期 2 

海洋生物資源学演習 三田村、市川、小林（志）、久米ほか A512 4回生 通年 2 

課題研究 資源生物科学科教員 A518 4回生 10 

理学部生物科学科

講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位

海洋生物学 朝倉、下村、中野、後藤、山守 2705 2回生以上 前期 2 

無脊椎動物学 朝倉、下村、中野、後藤、山守 2708 2回生以上 後期 2 

臨海実習第1部 朝倉、下村、中野、後藤、山守 2733 2回生以上 前期集中 2 

生物学セミナーB 朝倉、下村、中野、後藤、山守 3761 3回生以上 後期 2 

臨海実習第2部 朝倉、下村、中野、後藤、山守 3767 3回生以上 前期集中 2 

臨海実習第4部 朝倉、下村、中野、後藤、山守 3769 3回生以上 前期集中 2 
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公開森林実習II 夏の北海道東 小林（和）、杉山 2023-08-06/10 5 10 尽都外国語大学、／京都橘大学、凩都

部の人と自然の関わり 工芸繊維大学、京都府立医科大学、
立命館大学(2)、愛媛大学、筑波大
学、京都府立大学、山形大学

公開森林実習III 森林・里山の 舘野、赤石 2023-10-14/12-16 5 5 尽都工芸繊維大学(3）、同志社大

生態系サービスを学ぶ 学、京都府立大学

2)舞鶴水産実験所における教育関係共同利用拠点事業

舞鶴水産実験所長益田玲爾

■他大学生を対象とした公開実習
全国共同利用教育拠点としての活動は、本年度が3期3年目となる。全国の大学生を対象に以下の6科目の公開実習を

開講した。「森里海連環学実習l」は、芦生研究林内の由良川上流域から舞鶴市神崎の河口までの調査定点にて魚類と水

生昆虫、プランクトン等を採集し、同時に水質や環境データを取得して、河川を経由した陸域と海域のつながりについ

て理解を深める実習である。本学の学生に加え、他大学生6人が参加した。「魚類学実習」では、山良川河口付近での魚

類と餌生物の採集や魚類の解剖、仔稚魚の食性分析等を指導した。特別聴講学生を含む他大学生4人を受け入れた。「無

脊椎動物学実習」では、緑洋丸に乗船しての底生生物の採集・分類とDNA分析、および環境観測を通して、沿岸生物の

多様性と環境の関係を学んでもらった。他大学生2人を特別聴講学生として受け入れた。「魚類生態学実習」を開講し、

シュノーケリングによる魚類の観察や魚類の行動実験の実習に、他大学生10人が参加した。「博物館実習（館園実務）」

では、魚類標本の作製とそのデータベース化について経験させ、他大学生2人が参加した。「仔稚魚学実習」では、教育

研究船・緑洋丸に乗船しての生物採集と分類、またスズキ仔魚を材料とした耳石日周輪の解析や餌生物の分析等を経験

してもらった。特別聴講学生を含む他大学生3人が参加した。これら実習における他大学からの受講者は延べ151人であ

った。

■他大学による実習の受け入れ
近畿大学農学部3回生を対象とした環境管理学専門実験・実習lを6月に実施し、延べ100人が参加して、海洋観測、魚

類学、底生動物学等の実習を経験した。関西学院大学生命環境学部1• 2回生を対象とした実習を8月に実施し、延べ100

人の学生が参加して、魚類学習心理学、発生学、魚類・無脊椎動物分類学、沿岸海洋生態学等を学んだ。岐阜大学教育

学部1• 2回生を対象とした実習を9月に実施し、述べ52人が参加して、藻類学、発生学、魚類学、無脊椎動物学、沿岸

海洋生態学等を学んだ。

■他大学生、大学院生による論文作成のための利用
共同利用研究として、全国の7大学から延べ42人の利用を受け入れた。

■運営実施体制
専任教員・研究員に加えて技術補佐員1人が共同利用を担当し、各自の専門性を活かしたサポートを行った。宿泊施

設担当の労務職員を雇用し、宿泊棟を管理している。共同利用運営委員会を4月に開催し、拠点としての質の向上を目

指した。フィールド実習教育に関するワークショップを開催し、瀬戸臨海実験所の下村通誉准教授から「コロナ禍に

行われた瀬戸臨海実験所の実習（事例報告）」と題して講演頂いた。実験所のx（旧ツィッター） （https://x.com/ 
mai_fish_res_st)では、実習に関する情報に加えて、当実験所で行われている調査研究や、市場に上がる魚などの情

報を、基本的に毎日発信している。
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4) 人と自然のつながりを学ぶ森林フィールド教育共同利用拠点（芦生・北海道・上賀茂）

森林情報学分野准教授小林和也

■公開森林実習等の実施
本事業は全国の大学生への共同利用実習科目提供を拡充するとともに、他大学による実習科目や学部生・院生の卒

業・修士論文のための教育研究利用を広く公募し、施設の共同利用の推進を目的としている。 2023年度は、芦生研究

林・上賀茂試験地・北海道研究林で単位互換を伴う公閲森林実習I・ II ・ IIIを対面で実施し、新型コロナウイルス流

行前の水準まで利用者数が回復し、流行中に整備したオンライン教材は対面実習でも活用され、好評を得ている。

■拠点施設が主体となる共同利用実習の提供
公開森林実習Iを芦生研究林および上賀茂試験地で罪催し、特別聴講生として鳥取大学1人、琉球大学2人、静岡大学

1人、一般聴講生として同志社大学1人、東北大学1人、酪農学園大学1人、福井県立大学1人、近畿大学l人が参加し、延

べ27人・日が受講した。原生的な森林である芦生研究林や里山である上賀茂試験地を見学し、森林と人の関わりの変遷

について学習した。また、北海道研究林からオンライン講義を行い、北海道の森林と関西の森林を比較した。

公開森林実習IIは2023年度から大学コンソーシアム京都の単位互換制度を活用し、京都外国語大学1人、京都橘大学

1人、京都工芸繊維大学l人、京都府立医科大学l人、立命館大学2人が参加したほか、特別聴講生として愛媛大学l人、

筑波大学1人、京都府立大学1人、山形大学1人が参加し、延べ53人・日が受講した。北海道の自然環境と人間活動の関

係として、地域生態系への影響が少ない林業についての実習を行った。

公開森林実習IIIは大学コンソーシアム京都の提供科目として開講し、上賀茂試験地で行い、京都工芸繊維大学2人、

同志社大学l人、特別聴講生として京都府立大学1人、一般聴講生として京都工芸繊維大学1人が参加し、延べ22人・日

が受講した。過去の実習の経緯や目的を踏まえつつ、受講生とともに今年度の目的や方針を議論し、森林整備やバイオ

マス利用を中心に里山の生態系サービスを学ぶ実習を行った。

■他の教育拠点との協働による共同利用実習の提供
森里海連環学実習Iを芦生研究林と舞鶴水産実験所が共同で実施し、本学学生5人、一般聴講生として新潟大学1人、

京都工芸繊維大学1人、大阪教育大学1人、北海道大学1人、龍谷大学2人が参加し、延べ11人・日が受講した。芦生研究

林を源流域とする由良JIIに着目し、原流域の森林から河口までの生態系の講義、景観の観察、水質や生物相調査を行っ

た。講義や調査結果について、過去のデータなどと比較しながら各参加者が学んだ内容について発表・議論を行った。

森里海連環学実習IIは北海道研究林と北海道大学厚岸臨海実験所が共同で実施し、本学学生6人、北海道大学9人（う

ち留学生1人）に加え、一般聴講生として佐賀大学1人、東北大学1人、東京農業大学1人、東京海洋大学1人が参加し、

延べ80人・日が受講した。講義資料を用いたオンデマンド講義に加え、安全教育、ガイダンス、森から海までの生態系

と人間活動の影響に関する各種講義と森林、河川、沿岸海域での調査を行って、集めたデータをもとにグループディス

カッション通して班ごとに実習で学んだ内容の発表を行った。

■他大学の実習科目等、卒業研究・修士研究・博士研究に関する教育へのフィールドの提供と支援
実習利用としては京都教育大学1件、京都精華大学2件、京都府立大学2件、四天王寺大学1件、神戸大学1件、人間環

境大学1件、大阪産業大学2件、東邦大学1件、福井県立大学1件、放送大学3件、北海道大学1件、酪農学園大学1件のほ

か、京都府立林業大学校の実習l件の合計18件を受け入れ、拠点施設の教職員が講義や実習を担当・支援した。

研究利用として神戸大学、龍谷大学、大阪公立大学、同志社大学、愛媛大学、東北大学大学院、和歌山大学、日本大

学、立命館大学、岡山理科大学、酪農学園大学、高知大学、九小卜1大学、金沢大学、北海道大学、京都工芸繊維大学、京

都府立大学の学部生・院生を受け入れ、拠点3施設の教職員がフィールドの提供並びに研究支援を行った。

■教育プログラムの新規開発・提案・改善
大学院生向けの裔度な実習の開発に向けて、芦生研究林において菌類ワークショップを開催した。講師として信州

大学、栃木県立博物館、理化学研究所の若手研究者を招聘し、フィールド調査から室内でのサンプル処理まで、菌類

を対象とした研究手法の実践的な講義と実習を行った。京都大学3人、三重大学1人、同志社大学3人、神戸大学1人、

広島大学1人、龍谷大学1人の計10人、延べ30人・日が参加した。
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(6)研究活動・外部資金の獲得状況

2023年度受託研究

委託者 事業名 研究担当者 職種

国立研究開発法 共創の場形成支援 徳地直子 教授

人科学技術振興 プログラム本格

機構 型 (COI-NEXT) ゼ

ロカーボンバイオ

産業創出による資

源循環共創拠点

大学共同利用機ー 徳地直子 教授

関法人情報・シ

ステム研究機構

国立情報学研究

所

国吃研究開発法 水産資源調査・評 三田村啓理 教授

人水産研究・教 価推進委託事業

育機構

国立大学法人福 令和5年度農林水 三田村啓理 教授

島大学 産分野の先端技術

展開事業

国立大学法人福 福島国際研究教育 三田村啓理 教授

島大学 機構 (F-REI)令和

5年度「原子力災害

からの復興に向け

た課題の解決に資

する施策立案研

究」委託事業

受託研究 計5件

2023年度受託事業

委託者 委託事業名

研究プログラム委員会委員長／徳地直子

（金額の単位はすべて千円）

研究課題名
2023年度

交付額

バイオ・高分子材料の生産基盤の開発 7,475 

AI等の活用を推進する研究データエコシステム 5,000 

構築事業

くろまぐろユニットのうちクロマグロ幼魚の成長 1,960 

量の個体差及び季節差の発現機序に関する研究

ICTインフラを用いた効果的な種苗放流による 20,194 

資源の安定化

原子力災害に関するデータや知見の集積•発信（放 5,500 

射性物質の魚類への取込・排出メカニズム）

40,129 

研究代表者 職種
2023年度

交付額

京都府 令和5年度京都丹波高原国定公園生態系維持回復事業生態系モニ 石原正恵 准教授 2,087 

タリング調査等業務

一般財団法人リモー 陸域炭素収支算定に関する高精度バイオマスマップ等の整備手法 石原正恵 准教授 15,516 

ト・センシング技術セ の開発と検証に係る支援作業

ンター

受託事業 計2件 17,603 

2023年度学術指洋

委託者 学術指導名 研究担当者 職種
2023年度

交付額

いであ株式会社 海洋哺乳類の水中鳴音判別に関する指導 市川光太郎 准教授 864 

学術指導 計1件 864 
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2023年度共同研究

委託者 委託研究名 研究担当者 職種 研究担当者
2023年度

交付額

パナソニックホ 森里海連環学のテーマ探索 徳地直子 教授 3,900 

ールディングス

株式会社

パナソニックホ 持続可能性を志向する自然・こころ・社会の連環に 徳地直子 教授 2,860 

ールディングス 関する超学際研究

株式会社

パナソニックホ パナソニック先進共同研究部門（研究題目：中長期 徳地直子 教授 3,000 

ールディングス 的視点での社会的課題型研究テーマ、異分野融合型

株式会社 研究テーマ、未踏型研究テーマの探索と検討）

パナソニックホ 森里海連環学のテーマ探索およびフィジビリティス 徳地直子 教授 3,318 

ールディングス タディ

株式会社

株式会社アクア スマート・バイオテレメトリー技術の開発 三田村啓理 教授 572 

サウンド

国立極地研究所 情報通信超音波テレメトリーシステムを用いたアデ 三田村啓理 教授 100 

リーペンギンの群れ行動解析

京都大学生態学 個体識別を行ったニホンウナギの季節変化および成 三田村啓理 教授

゜研究センター 長に伴う食性変化の解明

共同研究b

京都大学生態学 砂浜の食物網における餌資源としてのアオウミガメ 三田村啓理 教授

゜研究センター 卵の寄与率の解明

共同研究b

国党研究閣発法 自然環境における感情センシング研究 吉川左紀子 特任教授 910 

人理化学研究所

鳥取大学乾燥地 半乾燥地における主要緑化樹種の根園における微生 舘野隆之輔 教授 1,216 

研究センター共 物多様性と樹木の生理特性

同研究

共同研究 計 10件 15,876 

2023年度機関経理補助金

委託者 委託研究名 研究担当者 職種
2023年度

交付額

京都府 学生とともにのばす京都プロジェクト共同事業費補助金「ビジ 右原正恵 准教授 750 

ターセンターX京大x末来知プロジェクト」

京都府 学生とともにのばす京都プロジェクト共同事業費補助金「IT. 右原正恵 准教授 750 

SNSを活用した地域資源ブランド「京・美山 芦生原生林」の

開発と農産品生産組合商品の販売数量拡大プロジェクト」

機関経理補助金 計 2件 1,500 

2023年度寄附金

寄付者（団体） プロジェクト名 担当教員 職種
2023年度

交付額

公益財団法人イオン環境財団 新しい里山・里海共創プロジェクト研究 舘野隆之輔•徳 教授 30,000 

地直子・益田

玲爾

一般社団法人自然環境研究セン 森林生態系の長期動態に関する研究助成金 舘野隆之輔 教授 1,800 

ター

吉）1|左紀子 森林生態系の長期動態に関する研究助成金 徳地直子 教授 1,000 

一般社団法人自然環境研究セン 森林生態系の長期動態に関する研究助成金 徳地直子 教授 1,860 

ター

パナソニックホールディングス株 再生可能資源•生物多様性に関する超学際研究を想定し 徳地直子 教授 2,000 

式会社 た課題把握のため

株式会社ツカサペトコ 海洋生物（植物）と環境に関する研究のため 益田玲爾 教授 1,500 

-35 -



認定特定非営利活動法人アース 環境DNAを用いた魚類調査プロジェクト 益田玲爾 教授 145 

ウォッチ・ジャパン

公益財団法人日本生命財団 塩性湿地の創出を基軸とした災害に強い森里海まちづ 益田玲爾 教授 500 

くり

公益財団法人河川財団 都市河川におけるニホンウナギの護岸利用の評価 三田村啓理 教授 1,000 

サントリーホールディングス株式 都市近郊の里山林における「環境林施業と持続可能なバ 長谷川尚史 准教授 1,000 

会社 イオマス利用」に関する研究の助成のため

弁天前定置水産株式会社 和歌山県串本町樫野における魚類研究 甲斐嘉晃 准教授 100 

一般社団法人芦生もりびと協会 芦生研究林の環境保全を目的とする助成 石原正恵 准教授 229 

一般社団法人自然環境研究セン 森林生態系の長期動態に関する研究助成金 石原正恵 准教授 1,610 

ター

一般社団法人芦生もりびと協会 芦生研究林の環境保全を目的とする助成 石原正恵 准教授 180 

宮津湾とり貝育成組合 宮津湾の環境調査助成 鈴木啓太 助教 120 

公益財団法人京都大学教育研究 国際研究集会発表助成 後藤龍太郎 助教 350 

振興財団

公益財団法人日本生命財団 2023年度環境間題研究助成水中ドローンを用いた造巣 邊見由美 助教 850 

性ベントス群集モニタリング技術の確立

公益財団法人京都大学教育研究 国際研究集会発表助成 山守瑠奈 助教 350 

振興財団

公益財団法人京都大学教育研究 同属に体外受精・体内受精種を有するカジカ類における 伊藤岳 特任 1,000 

振興財団 精子タンパク質の網羅的解析 助教

公益財団法人阪本奨学会 無人航空機の教育・研究利用に対応する技術的サポート 藤井弘明 技術 300 

体制の整備 専門員

寄附金 計20件 45,894 

2023年度京都大学芦生研究林基金

期間 件数
2023年度

入金額

第1四半期 14 106 

第2四半期 14 107 

第3四半期 14 166 

第4四半期 16 1,391 

京都大学芦生研究林基金 計58件 1,770 

2023年度 科学研究費補助金（代表者） （交付機関はすべて独立行政法人日本学術振興会）

研究種目 研究者 職種
研究期間

課題番号 研究課題名
交付額合計 2023年度

（年度） ※予定含む 交付額

基盤研究 舘野隆之輔 教授 2021-2024 21H02235 斜面地形に沿った立地条件の違いに土壌微生物群 17,160 4,160 

(B) 集の機能や多様性が果たす役割の解明

基盤研究 徳地直子 教授 2022-2025 22H02385 市民協力による広域多点採水と高精度分析技術を 17,290 4,420 

(B) 用いた河川リン酸濃度決定機構の解明

基盤研究 小林和也 准教授 2021-2024 21H02205 シロアリにおける性決定遺伝子とその多様化プロ 17,290 3,770 
(B) セスの解明

基盤研究 中野智之 講師 2022-2024 22H02682 小笠原諸島西之島の生物相の起源 13, 130 4,030 
(B) 

基盤研究 朝倉彰 教授 2023-2025 23K05888 日本列島と周辺海域の東亜固有種の成立プロセス 4,680 1,560 
(C) ー潮間帯性ヤドカリを例として

基盤研究 中西麻美 助教 2017-2023 17K07840 酷暑がヒノキの花粉生産と幹成長に及ぼす影響 4,810 
(C) 

基盤研究 小林志保 助教 2022-2024 22Kl2460 間欠的に貧酸素化する浅海域に生息する底生貝類 4,160 910 
(C) の斃死リスクに温暖化が及ぼす影響評価

基盤研究 鈴木啓太 助教 2020-2023 20K06206 気候変動にともなう水循環の変化が日本海側沿岸 4,290 650 
(C) 域の低次生物生産に与える影響
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基盤研究 後藤龍太郎 助教 2023-2025 23K05906 宿主内種分化による多様化プロセスの解明：海産 4,680 1,820 
(C) 共生貝類における検証

基盤研究 駒井幸雄 研究員 2023-2025 23K05316 西日本全域の渓流河川水中窒素濃度の実態とラン 4,680 2,210 
(C) ダムフォレスト法による要因解析

学術変革領 石原正恵 准教授 2022-2023 22H05722 樹木における匂い受容を介した環境ストレスと病 4,940 2,470 
域研究(A) 虫害への応答トリプルトークの解明

学術変革領 伊勢武史 准教授 2022-2023 22H05724 AIとUAVを活用したリモートセンシングの強化 9,360 5,490 
域研究(A)

学術変革領 涵橋宏司 助教 2023-2025 23H03867 知性の源流を探る「認知進化生態学」研究の総括 35,490 22,100 
域研究(B) と推進支援

学術変革領 高橋宏司 助教 2023-2025 23H03871 魚類の社会的知性の基盤と神経基盤の解明：生態 25,090 4,550 
域研究(B) との関連性から探る魚類の高次認知

国際共同研 舘野隆之輔 教授 2020-2024 20KK0134 半乾燥生態系での植物一根園微生物相互作用系を 18,850 4,550 

究加速基金 活用した緑化技術の開発
（国際共同研
究強化(B))

若手研究 山守瑠奈 助教 2023-2027 23K14263 岩盤穿孔者の持つ生態系エンジニア機能の解明 4,680 780 

挑戦的研究 伊勢武史 准教授 2018-2023 18Kl9876 人はどのように、自然に感動するのか：フィール 6,500 

（萌芽） ドで計測する文化的生態系サービス

挑戦的研究 嵩橋宏司 助教 2022-2024 22K19207 魚類の心理特性に注目した新たな増養殖技術基盤 6,370 2,210 

（萌芽） の園発

挑戦的研究 伊勢武史 准教授 2023-2025 23K17569 表情認識と人物トラッキングによる「滞在と感動」 6,370 2,210 

（萌芽） の推定と地域特性に沿った観光振興

研究成果公 石原正恵 准教授 2021-2023 21HP7003 森羅（森林プロット統合アーカイブ） 5,900 

゜開促進費（デ
ータベース）

科学研究費補助金 計20件 67,890 

2023年度 科学研究費補助金（分担者） （交付機関はすべて独立行政法人日本学術振興会）

研目 研究者 職種
代表者名 研究期間

課題番号 研究課題名
2023年度

（所属） （年度） 交付額

基盤研究(A) 舘野隆之輔 教授 木庭啓介 2022-2025 22H00383 動的マルチオミクス解析による士壌有機物 390 
（京都大学） 分解機構の解明

基盤研究(B) 舘野隆之輔 教授 鵜）11信 2020-2023 20H03034 多種樹木の窒素獲得戦略の解明とそれに基 195 
（鹿児島大学） づく窒素循環プロセスモデルの構築

基盤研究(B) 舘野隆之輔 教授 中村誠宏 2021-2023 21H02226 森林土壌微生物群集の機能と環境応答の広 390 
（北海道大学） 域スケール評価と空間スケール依存性の解

明

基盤研究(B) 舘野隆之輔 教授 福澤加里部 2022-2024 22H02376 樹木・林床植生系の菌根タイプの多様性を 780 
（北海道大学） 考慮した森林の土壌窒素動態メカニズムの

解明

基盤研究(B) 舘野隆之輔 教授 智和正明 2022-2025 22H02386 窒素沈着量の減少によって森林の生態系機 520 
（九州大学） 能は回復するか

基盤研究(B) 徳地直子 教授 酒井佳美（国立 2019-2023 19H03012 樹木根の分解と炭素貯留機能の持続性一土 299 
研究開発法人森林 壌深度の影響解明と広域評価一
研究・整備機構森
林総合研究所）

基盤研究(B) 徳地直子 教授 舘野隆之輔 2021-2024 21H02235 斜面地形に沿った立地条件の違いに土壌微 260 
（京都大学） 生物群集の機能や多様性が果たす役割の解

明

基盤研究(C) 徳地直子 教授 駒井幸雄 2023-2025 23K05316 西H本全域の渓流河川水中窒素濃度の実態 520 
（京都大学） とランダムフォレスト法による要因解析

基盤研究(S) 益田玲爾 教授 近藤倫生 2019-2023 19H05641 沿岸生態系における構造転換：高度銀測と非 7,540 
（東北大学） 線形力学系理論に基づく実証アプローチ

基盤研究(B) 三田村啓理 教授 和田敏裕 2020-2023 20H03056 福島の漁業再興にむけた魚類の調査・放 234 
（福島大学） 流・飼育試験による放射能汚染機序の統合

的解明

基盤研究(B) 長谷川尚史 准教授 鈴木保志 2021-2024 21H03672 持続可能な次世代分散定住社会のために今 433 
（高知大学） 必要な森林地域の道路網整備の隣路はどこ

か？

基盤研究(B) 石原正恵 准教授 山崎理正 2021-2023 21H02234 カシノナガキクイムシの寄主選択における

゜（京都大学） エラー回避機構の解明と防除への応用
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基盤研究(B) 石原正恵 准教授 門脇浩明 2021-2025 21H02233 シカ食害が招く森林衰退：植物土壌フィード 260 
（京都大学） バックに着目して

基盤研究(A) 下村通誉 准教授 小島茂明 2019-2023 19H00999 北西太平洋の海溝域に生息する深海底生動 130 
（東京大学） 物の多様性と進化機構の網羅的解明

基盤研究(B) 下村通誉 准教授 藤田喜久（沖縄2020-2024 20H03313 琉球列島の洞窟水圏環境における生物多様 260 
県立芸術大学） 性の解明

基盤研究(C) 中野智之 准教授 朝倉彰 2023-2025 23K05888 日本列島と周辺海域の東亜固有種の成立プ 910 
（京都大学） ロセスー潮間帯性ヤドカリを例として

国際共同研究 松岡俊将 講師 深澤遊 2020-2023 20KK0139 環北栖北方林における枯死木分解に関わる 1,300 

加速基金（国際 （東北大学） 菌類群集と倒木更新の生物地理
共同研究強化(B))

基盤研究(B) 松岡俊将 講師 門脇浩明 2021-2025 21H02233 シカ食害が招く森林衰退：植物土壌フィード 325 
（京都大学） バックに着目して

学術変革領域 松岡俊将 講師 塩尻かおり 2023-2027 23H04970 生物間相互作用によるBVOCの改変 5,720 
研究(A) （龍谷大学）

学術変革領域 小林志保 助教 杉本亮 2022-2026 22H05202 陸海境界領域を含む沿岸域における陸起源 4,810 
研究(A) （福井県立大学） 物質の動態解明と縁辺海への輸送量の定量

基盤研究(B) 鈴木啓太 助教 杉本亮 2021-2024 21H02271 沿岸浅海域における地下水湧出と低次生産 390 
（福井県立大学） 過程の統合的研究

基盤研究(B) 後藤龍太郎 助教 岡本朋子 2021-2024 21H02562 植物と送粉者の種特異性における化合物の 390 
（岐阜大学） ブレンドとキラリティーの役割

基盤研究(B) 遜見由美 助教 安房田智司 2022-2024 22H02703 海産動物の共生•寄生関係の実態と進化・ 520 
（大阪公立大学） 維持機構を「認知進化生態学」で紐解く

挑戦的研究 溢見由美 助教 杉本亮 2023-2024 23K18053 生物巣穴は浅海域の物質循環に直要か：生 3,796 

（萌芽） （福井県立大学） 態系エンジニアリング効果の定量技術閣発

国際共同研究 伊藤岳 特任助 安房田智司 2020-2024 20KK0168 アフリカ古代湖産魚類の婚姻形態と子育て 260 
加速基金（国際 教 （大阪公立大学） の多様化機構を生態・認知・脳から探る
共同研究強化(B))

基盤研究(B) 野田琢嗣 研究員 和田敏裕 2020-2023 20H03056 福島の漁業再興にむけた魚類の調査・放 234 
（福島大学） 流・飼育試験による放射能汚染機序の統合

的解明

科学研究費補助金 計26件 30,866 

2023年度 科学研究費補助金（特別研究員奨励費） （交付機関はすべて独立行政法人日本学術振興会）

研究者 職種 指導教員名
研究期間

課題番号 研究課題名
交付額合計 2023年度

（年度） ※予定含む 交付額

杉山高大 特別研究員 朝倉彰 2022-2023 22]12554 体表寄生者における宿主の体色と一致した保 1,700 400 

(DC2) 護色の獲得メカニズムの解明

藤田大樹 特別研究員 下村通誉 2023-2025 23KJ1170 魚類寄生虫ウオノ工科における幼期形態と寄 4,680 1,560 

(PD) 生戦略の解明

科学研究費補助金（特別研究員奨励費） 計2件 1,960 

2023年度研究助成金（学生取得分）

助成名 課題名 学生氏名 所属・学年 担当指導教員
2023年度

交付額

公益財団法人京都大学 国際研究集会発表助成 杉山扁大 博士後期課程3年 朝倉彰 350 

教育研究振興財団

笹川科学研究助成 ブランド水産物の成長率と生残率を最大化す 中川こずえ 修土課程2年 三田村啓理 1,300 

る養殖適地の迅速推定手法の閲発

京都大学野生動物研究 海棲哺乳類のテロメア長および変化量とその 中陳遥香 修士課程2年 三田村啓理 100 

センター共同利用・共 要因に関する研究

同研究

京都大学野生動物研究 船舶の航行頻度が小型鯨類スナメリの長期的 小）l|真由 博士後期課程3年 三田村啓理 120 

センター共同利用・共 来遊に与える影響評価

同研究
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(7)社会連携活動

1) フィールド研主催事業

① 京都大学フィールド研創設20周年記念式典およびシンポジウム

日時： 2023年11月19日

会場：百周年時計台記念館とオンライン

② 高校生森里海研究ポスター発表会

日時： 2023年11月19日

会場：百周年時計台記念館

③ 新しい里山里海の勉強会

日時： 2023年7月14日， 2024年1月23日， 3月21日（第3,5,6回）

場所：オンライン

④ 里山おーぷんらぼ＠上賀茂

日時： 2023年4月15日～2024年3月10日（第1~11回）

会場：上賀茂試験地

主催：フィールド科学教育研究センター、公益財団法人イオン環境財団

⑤ 里山里海つながるフェス＠イオンモール京都桂川

日時： 2023年10月29日

会場：イオンモール京都桂川

主催：フィールド科学教育研究センター、公益財団法人イオン環境財団

（第4回新しい里山里海の勉強会併催）

2) フィールド研共催・後援事業

① 第19回京都大学附置研究所・センターシンポジウム 京都大学松本講演会京都からの挑戦ー地球社会の調和あ

る共存に向けて一「京大発の研究のながれ、そして未来へ」

日時： 2024年3月2日

会場：まつもと市民芸術館およびオンライン

主催：京都大学、京都大学研究連携基盤

3)各施設等主催共催事業

① 芦生研究林

京都府立植物園において、公閲講演会「シカの食害による芦生の変化と

きのこ相：新たなモニタリングと協働」を関催

芦生研究林一般公開く京大ウィークス参加イベント＞

芦生菌類ワークショップ

京都丹波高原国定公園ゼミ「第4講“どうする？私たちと森とのつながり！’'」

「美山x研究つながる集会」第4回「地域を元気にするタネをみつける：
人口減少社会における担い手不足と向き合う」

② 北海道研究林

初夏の花観察会プチフラワーソン2023（白糠区）

自然観察会「秋の森の生態系」（標茶区） ＜京大ウィークス参加イベント＞

③ 和歌山研究林

和歌山県立有田中央高等学校清水分校ウッズサイエンス

和歌山県立有田中央高等学校清水分校森林ウォーク

有田川町立八幡小学校との共催で、森林体験学習

和歌山県紀の国森づくり基金活用事業（緑育推進事業）

（株式会社マルカ林業との共催）
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8月27日

10月21日

10月27~29日

12月17日

2024年3月3日

6月18日

10月7日

4月18日～2024年1月16日

5月26日、 10月26日

5月22日、 11月1日

10月12日、 11月17日、 24日



ミニ公開講座く京大ウィークス参加イベント〉 10月14日

④ 上賀茂試験地

「里山フェスin上賀茂試験地：洛再Linksのみんなと里山で遊ぼう！！」 10月15日

秋の自然観察会く京大ウィークス参加イベント〉 11月18日

⑤ 徳山試験地

周南市連携事業「鼓南中学校環境学習」 5月26日

京都大学・周南市連携講座 5月27日

周南市・フィールド研連携公開講座く京大ウィークス参加イベント〉 10月14日

⑥ 北白川試験地

夏の自然観察会「大学キャンパスで虫みつけ」＜京大ウィークス参加イベント〉 8月5日

⑦ 舞鶴水産実験所

京都大学舞鶴水産実験所で木の枝を海に沈めて集まる魚を観察しよう！ 4月22日、 7月22日

⑧ 瀬戸臨海実験所

第76~86回瀬戸海洋生物学セミナー 4月18日～2024年3月19日

きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験」 4月22日、 5月20日、 6月17日

畠島ビーチクリーン活動 6月17日

「研究者と飼育係のこだわり解説ツアー」「大水槽エサやり体験」 7月21日～8月31日

きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の飼育体験」 10月14日、 12月9日、2024年3月2日

特別標本展示「新種の貝とヨコエビ」 10月18日～12月22日

公開ラボ・施設見学「白浜の海の自然と発見」＜京大ウィークス参加イベント＞ 10月21日

特別企画展「絶滅のおそれのある海の生き物展：和歌山県レッドデータブック 12月23日～2024年4月7日

でひもとく」

白浜の豊かな海と生き物について学ぼう！

「研究者と飼育係のこだわり解説ツアー」「バックヤードツアー」

「大水槽エサやり体験」

(8)広報活動

1) フィールド研の刊行物

ロフィールド研年報

2024年2月17日

2024年3月23~31日

2024年3月25~27日

『京都大学フィールド科学教育研究センター年報第20号』、京都大学フィールド科学教育研究センター、78p.、2022.

□FSERC News 
<No. 60 2023年6月＞

一目次一

社会連携ノート

研究ノート

技術ノート

新人紹介：

受賞の記録：

研究者の異動：

第8回森里海シンポジウムを開催

全国源流域河川水質調査 「山の健康診断」のご紹介

芦生研究林のドローン活用

坂野上なお （森林情報学分野講師）

松岡俊将（森林情報学分野講師）

伊藤岳（舞鶴水産実験所特任助教）

Sarina Bao （瀬戸臨海実験所特任助教）

張曼青（森林育成学分野特定助教）

活動の記録： 2023年1月～4月

新刊紹介：

フィールド散歩：冬から春にかけての各施設及びその周辺の写真 12枚
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（徳地直子）

（徳地直子）

（芦生研究林北）II陽一郎）
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3.各施設等の活動

(1)各施設等の活動概要

1)芦生研究林

芦生研究林長石原正恵

■教育研究
新型コロナウイルス感染症が 5月8日に 5類へ移行されたが、感染対策をできる限り心がけ、合計 35件を実習など

の教育利用で受け入れた。公開森林実習 I、森里海連環学実習 I、本学実習 12件、他大学実習 8件、ゼミ・課外実習な

ど13件。冬の動物たちの動画「芦生冬の定点観測 2021-2022」を公開し、既存のデジタル教育コンテンツとともに実

習等で活用した。構内の希少植物種のミニ植物園においては 2018年から開始した芦生希少植物域外保全プロジェクト

を継続し、実習等で見学・解説を行った。 12~3月の積雪が少なく、森里海連環学実習 IIIでは雪の観察ができなかっ

た。また、遠方もしくは日程の関係等で試料採取に来研できない利用者などに代わり、職員が試料を採取するなどの支

援も行った。利用者数は、教育・研究利用者3,857人（教育 1,516人、研究 2,341人）、その他・一般2,913人、合計

6,770人であった。コロナ以前と同水準近くまで利用数が回復した。

生態系プロジェクト、モニタリングサイト 1000、水質・気象モニタリング、河）1|水の環境DNA(ANEMONE) などのプ

ロジェクトを実施・協力すると同時に、世界規模の生物多様性調査プロジェクト「LIFEPLAN」を継続して行った。京都

丹波高原国定公園生態系維持回復事業を京都府から受託し、防鹿柵の維持および柵内外での植生調査を芦生生物相保

全プロジェクト (ABCプロジェクト）とともに行った。ウツロ谷の防鹿柵のネットの張替えを全周完了した。長治谷・

野田畑湿原の防鹿柵の維持管理を行った。芦生研究林基金をもとに 3人の学生に公募研究の支援を行った。また教育関

係共同利用拠点事業の一環として、 10月 27~29日に菌類ワークショップを実施し、 2024年 3月 15日に芦生 Open

Science Meeting 2023も実施した。

また芦生研究林を基準標本産地とする種・変種として、新たにヤマボウシニセキンホソガ（新種・北大と京都府大の

共同研究）、ウスギゼンテイカ（ゼンテイカの新品種・京大他の共同研究）が発表された。芦生や美山町での超学際研

究をまとめた『「大学の森」が見た森と里の再生学．京都芦生・美山での挑戦』（石原正恵・赤石大輔・徳地直子編）

が出版された。木造人工衛星に用いるため、ホオノキを提供した。

■社会連携、広報
8月 27日に京都府立植物園にて諧演会「シカの食害による芦生の変化ときのこ相～新たなモニタリングと協働」を

開催した（参加者 58人）。京大ウィークス参加事業として一般公開を 10月21日に開催した。応募者 116人のうち、抽

選で選ばれた 31人が参加した。 12月 17日に京都丹波高原国定公園ビジターセンターとともに、講演会「第4回京都

丹波高原国定公園ゼミどうする？私たちと森とのつながり！」を開催した (20人）。また、 2024年 3月3日に「第 4回

美山x研究つながる集会」を京都丹波高原国定公園ビジターセンターにてハイブリット開催した (57人）。小中学校の

実習等を芦生もりびと協会と協力し受け入れ、他に高校生の実習 2件を受け入れた。芦生研究林基金へは 177万円の

寄付があった。 2022年6月に芦生研究林内にて撮影が行われた映画「唄う 6人の女」が 10月に公開され、南丹市にお

ける特別視聴会等も開催された。

■施設の特記事項
前年に引き続き KDDI株式会社との連携を進めた。コシノヤバネゴケの生育を保全すべく、 7月29日に社員有志ボラ

ンティアにより、防鹿柵を新設した (36人参加、全周 150m)。さらに、 LPWA（省電カ・長距離のデータ通信を可能とす

る無線通信技術）を用いた IoT鳥獣対策通知システムによるシカの有害駆除と林内通信の実証実験を進めた。 IoTシカ

捕獲檻により 6月と 10月に計3頭を捕獲し、上述の生態系維持回復事業等での 5頭とあわせて合計8頭を捕獲した。

Diversity & Inclusionを目指し、全学経費およびセンター長裁量経費にて 2022年度冬に整備したシャワーブース

3室とユニットバス 2室が活用され、利用者からは好評であった。また、事業用物品倉庫のシャッターおよび、研究に

使用する冷凍庫、実習用冷蔵庫、消防ポンプを部局経費で更新・修繕した。芦生研究林基金を用いて資料館の改修を行

い、 2024年6月末にリニューアルオープン予定である。なお、 2022年 1月に発生した士砂崩れによる、府道 38号線の

通行止めについては 2023年春より改修工事が行われ、 2024年 1月末に復旧した。 2023年度の実習においては、道幅が

狭い仮設道のままであり、実習のマイクロバス・ダンプ等の大型車両の通行に苦労した。
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2)北海道研究林

北海道研究林長小林和也

■教育研究
教育利用は、学内の実習として、全学共通科目の「森里海連環学実習 II」、農学部の「研究林実習 III」、「研究林実

習 IV」と少人数の「ILASセミナー：北海道の昆虫相」「ILASセミナー：北海道のきのこの多様性と生き方」が行われ、

延べ502人の利用があった。全学共通科目の「森里海連環学実習 II」は北海道大学厚岸臨海実験所と共同で行い、 9月

10~16日の日程で、本学 6人と北海道大学の 9人に加え、佐賀大学 1人、東北大学 1人、東京農業大学 1人、東京海

洋大学 1人が一般聴講生として参加し、別寒辺牛川の最上流部に近い標茶区から、牧草地として使われている中流、そ

して下流の厚岸湖にいたる流域の植生、土壌、水質、水生生物調査を通じて、森ー里—海の繋がりについて学んだ。「研

究林実習 III」は、 9月 1~8日の日程で 19人が参加し、北方の森林・湿原植生、森林の垂直分布や火山性土壌、道東

の林業・林産業の現況を学ぶとともに間伐施業体験などを実施した。「研究林実習 IV」は、 2月25日～3月2日の 7日

間の日程で 15人が参加し、季節凍士が発達する道東において、冬の森林、積雪・凍士の調査法を修得し、環境資源と

しての森林の役割や持続的な管理について学んだ。「ILASセミナー：北海道のきのこの多様性と生き方」は、 9月26~

30日の日程で 6人が参加し、茜類多様性の調査・研究手法および森林生態系における茜類の機能について学んだ。ま

た8月6~10日に開催された「ILASセミナー：北海道の昆虫相」には、 7人が参加し、北海道の森林生態系における昆

虫相について調査・研究手法を学び、データ解析の基礎を習得した。「ILASセミナー：北海道の昆虫相」と同時閲講し

た他大学生向けの「公開森林実習 II」には、コンソーシアム京都から京都外国語大学 1人、京都橘大学 1人、京都工

芸繊維大学 l人、京都府立底科大学 l人、立命館大学2人（うち留学生 l人）、特別聴講生として愛媛大学 1人、筑波大

学 l人、京都府立大学 l人、山形大学 1人が参加した。その他、学外の実習として、酪農学園大学の「水圏・地圏総合

実習」を受け入れた。

研究活動は前年に引き続き野生動物モニタリングとして自動撮影カメラを用いたカメラトラップ調査、エゾシカの

ライトセンサス、エゾシカ目撃調査を行った。また、カラマツ樹冠下地掻きを行った箇所の植生調査、研究林全域を対

象としたインベントリ調査、生態系プロジェクトとして白糠区の天然林の毎木調査、環境系プロジェクトとして雨水と

渓流水の水質測定と天然林のリターフォールの調査を行った。

研究利用は 33件、延べ 1,669人の利用があった。本学20件延べ 1,548人、他大学9件延べ87人、他機関 2件延べ

8人、一般 2件延べ 26人で、研究内容は森林の植生と土壌の関わりに関する研究、道東特有の気象条件と大気窒素沈

着に関する研究、森と）1|の繋がりに関する研究、森林内の植物・動物・菌類に関する研究など多岐にわたった。

■社会連携
社会教育として、例年利用のあった小学校の遠足や木工教室は実施されず、 2022年度に新規利用のあった標茶幼稚圃

の遠足は継続して実施された。例年、冬に行われていた標茶町教育委員会と共催の「しべちゃアドベンチャースクール」

は10月21日に実施し、標茶区構内および林内でクイズやゲームを行いながら秋の自然を観察した。また標茶高校で行わ

れた進路座談会に技術職員を派遣し、高校生に大学における技術職員の業務を紹介した。京大ウィークスは幕集定員を

コロナ前と同等に戻し、 10月7日に標茶区で自然観察会を開催し、参加者は18人であった。また6月18日に白糠区におい

て初夏の花観察会として、昨年参加した北海道全域の植物調査イベント「北海道フラワーソン2022」と同様の調査を行

い、 9人が参加した。社会教育全体で4件、延べ147人の利用があった。

■施設の特記事項
造林事業として、直営により 0.69haのカラマツ造林地を皆伐し、 1.29haの伐採跡地にグイマツ Flを植栽した。ま

た、 4.28haの造林地の間伐、植栽地の保育作業として下刈、獣害対策として電気柵の管理、殺鼠剤の散布を行った。

8月7日標茶区構内に落雷があり、管理棟事務室の電子機器、気象観測露場の観測装置、車庫電動スライダーが故障し、

部局経費および文部科学省災害復旧費により修理を行った。

その他、和歌山研究林から油圧ショベル日立 ZX135およびグラップルを移管し、公用車の三菱トライトンをトヨタハ

イラックスに更新した。
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3)和歌山研究林

和歌山研究林長徳地直子

■教育研究
教育利用としては 6件の申請を受け、延べ210人の利用があった。有田中央高校清水分校のウッズサイエンス (3年

生向け）、八幡小学校の森林体験学習（春、秋）、和歌山県農林大学校林業研修部の講義が行われた。 ILASセミナーは

宿泊を伴うプログラムでの実施となった。

研究利用としては 11件の申請を受け、延べ 141人の利用があり、その内外国人の研究利用者は学生 1人であった。

学内からは農学研究科、理学研究科、生態学研究センターの利用があったほか、学外からは宮崎大学によるサケ科魚類

の地理的遺伝系統に関する研究、同志社大学による菌類の多様性に関する研究、その他には菌類および粘菌類やカイガ

ラムシを対象とした研究が行われた。

■社会連携
2021年 3月に締結した「林業振典及び人材育成に向けた包括連携協定」に基づき、通年の開催となった有田中央高

校の森林ウォーク事業は、春と秋の 2回開催した。

マルカ林業株式会社との共催で「緑育推進事業」（和歌山県紀の国森づくり基金活用事業）をマルカ林業社有林で 3

回実施し、和歌山市内の小学校から 5年生計 109人が参加した。

10月に京大ウィークス 2023参加イベントとして開催したミニ公開講座は、 17人の応募があり、当日は 12人が参加

した。

また、 1月には有田川町教育委員会からの依頼による新たな取り組みとして、町内の八幡中学校で「京大ゼミ」とい

うイベントが実施され、教員と京大生が中学校を訪問し、勉強方法や今後の進路について生徒からの質間に答える交流

の場が設けられた。

■施設の特記事項
6月に発生した台風 2号による大雨の影響で、林内の林道 10か所で士砂崩れや路面洗堀、事務所の電気および電話

回線の断線などの被害を受けた。電気等が復旧するまでの間は、清水分室へ事務所機能を移転し、林道の復旧工事は重

機をリースするなどして、職員による直営事業として実施した。

油圧ショベルや2トンダンプの所属換え、資材倉庫の撤去、下がり滝からの取水に代わる新たな取水設備を事務所構

内に設置するなど、 2025年 1月の地上権返還に向けた事業を進めた。

また、劣化が進んでいた教育研究棟 (j.Pod)の階段を取り換える工事も行った。
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4)上賀茂試験地

上賀茂試験地長舘野隆之輔

■教育研究
2023年度は 5月から新型コロナウイルス感染症が 5類感染症に位置づけられ、活動制限がなくなったことから利用

申請数は 110件、教育、研究、見学の利用総数は 2,637人で前年度の申請数、利用総数ともに増加した。

学生実習など教育関係は 39件の申請があり、利用者数は延べ 1,436人でこちらも増加した。今年度も公開森林実習

IIIを開催し、コンソーシアム京都の科目としても実習生を受入れ単位認定を行った。この実習では、京都工芸繊維大

学 (3人）、京都府立大学 (1人）、同志社大学 (1人）を受け入れた。

他大学の実習等では京都教育大学、京都府立大学、京都精華大学、放送大学から延べ459人の利用があった。研究利

用では、学内外から 58件延べ841人の利用があり、研究成果として 1件の査読論文、 12件の学会発表、 1件の卒業論

文、 1件の修士論文、 1件の博士論文が公表された。

■社会連携
社会連携活動として、秋の自然観察会を京大ウィークス 2023の事業として 11月 18日（土）に開催した。参加募集

人数20人に対して 18人の参加があり、参加者を少人数の 2グループに分けて散策コースを歩いた。

前年度まで新型コロナで中止になっていた社会連携活動のうち、関西菌類談話会の「きのこ観察会」、 NPOシニア自

然大学校の「森林管理の観察」講座の 2つが開催された。

2022年度から始まった京大フィールド研と公益財団法人イオン環境財団との共同事業の「新しい里山・里海共創プ

ロジェクト」に関連して、 2023年度から里山おーぷんらぼ＠上賀茂を開始し、関連する活動を含め多くの利用があっ

た。

■施設の特記事項
2024年 1月30日、上賀茂試験地と武田薬品工業株式会社京都薬用植物園との間で種子交換事業に関する事業連携を

目的とした協定締結が行われた。締結式は武田薬品京都薬用植物園研修棟大ホールで行われ取材の新聞 3社の他、上賀

茂試験地職員、武田薬品植物園職員が見守る中、上賀茂試験地長と薬用植物圃長が協定書への署名を行った。

また 2023年度は「新しい里山・里海共創プロジェクト」の一環として、里山おーぷんらぼ＠上賀茂をスタートし

た。里山活動を行う団体、クラブ活動としてフィールドワークを行う高等学校、里山活動に興味のある大学生、一般市

民らが参加して月 1回、計 11回のらぼを開催した。モデルになる里山づくりとして工藝の森エリアや野菜やハーブを

作る畑エリア、染色材料を育てる花壇エリアなどの整備を行った他、里山作業の体験や草木染の体験、竹を使った食器

づくり等を行った。

またおーぷんらぼとは別に、らぼメンバーの企画による小学生を対象とした里山体験プログラム、上賀茂の森でクリ

スマスリースづくり、里山里海つながるフェス＠イオンモール京都桂川等のイベントを開催した。

その他、 2022年度に試験地に設隧した太陽光発電設備の 2023年度の受給電力量は4,913kWであった。
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5)徳山試験地

徳山試験地長徳地直子

■教育研究
2023年度における徳山試験地の利用延べ人数は 181人であり、昨年度とほぼ同じであった。

ILASセミナーなどの学生実習による教育の利用、ならびに研究に関する利用はなかった。周南市との連携で実施し

た中校生の体験学習による教育利用 11人、公開講座等での一般人の教育利用 60人であった。

■社会連携
引き続き、山口県周南市との連携協定締結により連携事業に関する協力•利用などを行った。周南市役所の公園花と

みどり課と協力して実施している春・秋の連携講座のうち、春の連携講座（第20回）は 5月27日に実施し、受講者は

28人であった。今回の講座では、周南市役所庁舎 1階の多目的室において適切なソーシャルディスタンスを保ち、徳

地直子教授によるフィールド研と徳山試験地の紹介と現在の研究についての説明の後、「環境DNAで探る森の“目に見

えない”生物多様性」を演題に、松岡俊将講師による講座講演を行った。午後からは、徳山試験地教職員の案内による

試験地の見学とともに、松岡講師の解説によるキノコの観察が行われた。秋の連携公開講座（京大ウィークス 2023)

は10月 14日に開催し、周南市や宇部・防府市などから 31人の参加者があった。今回の連携公開講座も午前と午後で

場所を変えて実施した。午前は周南市役所庁舎 l階の多目的室において「'’きのこ”の生き方と森での働き」をテーマ

に、杉山賢子助教が講演を行った。午後からは、タブノキ・カシ類、クロキなどの暖温帯常緑広菓樹林や約 100年生の

ヒノキ林（文化庁より「ふるさと文化財の森（檜皮）」に指定）ならびにクヌギ植栽実験林などの実験林を有する徳山

試験地のフィールド見学とともに、杉山助教の解説による菌類の観察を行った。

周南市との連携事業の一環として実施した周南市立鼓南中学校の環境学習では、徳山試験地にて講義と作業体験を

行った。午前中は、徳地教授による水質に関する講義を受けた後、パックテストなどを用いた水質分析の実習を行った。

午後からはノコギリの取扱いなどの安全教育を実施した上で、ヒノキ林の雑木伐採の体験を行った。

■特記事項
修繕を要する老朽化した建物・設備が多く、特に建物北側の外壁の劣化・破損が著しいため、請負工事により事務所

外壁補修（杉板重ね張り）を行った。昨年度に引継ぎ、 3試験地合同の業務支援として、 5月に上賀茂試験地より2人の

技術職員が徳山試験地へ出張し、見本林園の排水路の泥上げ作業を行い、さらに2月には給水施設の取水口に堆積した

士砂の取り除きなどを行った。
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6)北白川試験地

北白）1|試験地長徳地直子

■教育研究
北白川試験地では 2023年度には、 20件の教育・実習利用、 33件の研究利用、合計53件の利用申請を受け付けた。

年間利用者の延べ人数は、教育利用が 656人、研究利用が 2,331人の合計2,987人 (2022年度は 3,119人）であった。

近年、増加する利用申請に対応するため、研究跡地の整理（研究終了後放置された樹木の伐採および抜根の整理）を行

い、苗畑用地の拡充を行ってきたが、その効果もあり利用人数は高く推移している。

教育利用では、例年行われている食品有機化学実習によるサワラの枝葉から抗菌物質を精製する実験、森林水文学・

砂防学実習や上壌物理学実習による計測機器の使用方法や上壌採取方法の習得、森林科学実習による樹木識別や菓の

形質測定に加え、複数の ILASセミナーなど、本学学生を対象とする実習利用に加え、他大学学生対象の公開森林実習

Iを受け入れた。

研究利用では主となるフィールド研や本学森林科学専攻の他、食品生物科学専攻、アジア・アフリカ地域研究研究科、

白眉センター、また、他大学では福井県立大学学術教養センター、京都府立大学生命環境学部森林科学科、東北大学生

命科学研究科などの利用があった。また、研究成果として 1件の査読論文、 16件の学会発表、 7件の卒業論文が公表さ

れた。

■社会連携
社会教育利用は、京都大学オープンキャンパス、ひらめき女ときめきサイエンスなど 5件の利用申請を受け付けた。

また、今年度は、京大ウィークス事業に初めて参画し、 2023年 8月 5日（土）に夏の自然観察会「大学キャンパスで

虫みつけ」を実施した。募集人員 15人に対し 67人の応募があり、応募者の殆どは小学生とその保護者というグループ

であった。事業は自然観察、セミの抜け殻採集、ペットボトルトラップによる昆虫採集等を行った。セミの抜け殻観察

では、分別できた抜け殻は 1,181匹（ニイニイゼミ 131匹、アブラゼミ 832匹、クマゼミ 211匹、ツクックボウシ 7

匹）。調査結果は、企画を見て連絡してきた NHKシチズンラボのセミ大調査2023に報告している。ペットボトルトラッ

プは、上賀茂試験地と北白川試験地に各20個を 1週間前から設置しておき、講義室でトラップに入った虫を観察した。

カブトムシやクワガタなど人気のある甲虫も採集でき、アンケートは総じて好評な意見であった。

■施設の特記事項
教育や研究に利用されている多数の見本樹は高木化や老齢化が進み、毎年予算を別途申請し、危険木の剪定および樹

高調整を行っている。今年度は、旧演習林のハクショウ（半枯れ）の伐採および北側境界付近の7本（クロガネモチ、

ブナ2本、イヌブナ、フジキ、スギ、ヤクシマスギ）の剪定を実施した。

7)紀伊大島実験所

紀伊大島実験所長 甲斐嘉晃

■教育研究
2020年11月以降、施設への常駐教員の配置がされていないが、教職員が定期的に訪問し、施設の維持管理を行ってい

る。紀伊大島産を中心とする植物標本は、適切な状態で保管できるように一部を総合博物館に移管した（塚本洋太郎植

物標本ほか、 2783点）。現存している標本についても他施設の移管の可能性を探りつつ整理を進めている。立地的に海

にも近い施設として、黒潮の影警を直接的に受ける海洋生物相に関する調査を続けており、日本初記録となる魚類の発

見にも繋がった。引き続き、南紀地域の森里海連環学の基礎となる情報を収集している。
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■施設の特記事項
研究奎実験室棟は1970年、実習宿泊棟は1981年に建設されており、どちらも老朽化が著しい。特に両建物とも水道の

水圧が低く、水漏れも頻発しており、早急に修理できるように手配している。また、トイレについても、一部が男女共

用になっていること、十分な水圧がないために日常的に詰まりが発生していることなどの問超があり、適切な改修工事

を行う必要がある。

8)舞鶴水産実験所

舞鶴水産実験所長益田玲爾

■教育研究
2023年 12月に、而橋宏司助教が新潟大学の准教授として転出した。また、イオン環境財団との共創プロジェクトを

担当していた研究員の伊藤岳博士は 3月に転出したため、後任を公募し、八柳哲博士の着任が決まった。

2023年度に舞鶴水産実験所の里海生態保全学分野に所属する大学院生の数は、修七課程 8人、博士後期課程 l人で

あり、これには 3人の外国人留学生（インド、中国、アメリカ合衆国）が含まれる。大学院生の研究テーマは、魚類の

系統分類学、稚魚の生活史戦略、魚類および水産無脊椎動物の行動、水圏生物の環境DNA・環境RNAなどと幅広く、教

員 6人が各専門分野から指導している。大学院生の各研究テーマについては、毎週月曜日に行われるゼミでの発表を通

して、全教員および研究員からの指摘も取り入れて進められている。

■社会連携
京都府下を中心に、市民団体等の企画への講師派遣に協力し、小中学校への出前授業を提供した。京都府立西舞鶴高

等学校については 7月に 2日間にわたる日帰りの実習を、京都教育大学附属高等学校からは 7月に 2泊 3日の実習を

受け入れた。京都府立香住高等学校からは4月に日帰りの研修を受け入れた。京都府立海洋高等学校については教員が

訪れて研究指導を行った。

4月22日および7月22日に、イオン環境財団と連携したイベントとして、伐採した木を海に沈めて集まる生物を観

察する「柴漬け体験」を開催した。 6月 10• 11日に京都市内の私立光華小学校の研修「海の京都調査隊」を受け入れ、

施設見学・シュノーケリング体験・ウニの解剖・講義等を提供した。その様子は京都新聞に記事として紹介された。 8

月 22日に舞鶴市理科教員研修として講義、体験活動と施設見学を提供した。 10月 13日に京都府生物教育会の例会と

して、府内の高校理科教員を対象とした施設見学と講義を提供した。

舞鶴市立山良川小学校、京丹後市立網野南小学校、亀岡市立本梅小学校、京田辺市立桃園小学校、京都府立聾学校舞

鶴分校、私立湘南学間中学校高等学校、および京都府立宮津天橋高等学校を教員が訪問し出前授業を提供した。京都府

海の民学舎、京都水族館、舞鶴市中公民館等の講師派遣に協力した。このほか、当実験所教員が京都府漁業調整委員な

どを担当し、京都府北部地域や舞鶴市の地域産業の活性化において重要な役割を担っている。

■施設の特記事項
宿泊棟の共有スペース（ホール）にカーテンと局所エアコンを設置し、夏季の酷暑対策とした。また、厨房施設につ

いて、小規模の改装を行い、厨房担当の労務補佐員を追加で雇用するなど、実習中の食事の質の向上に努めた。

2002年 3月に建てられた研究棟は、本年度末で築 22年を迎えた。軽量鉄骨による簡易的な建造物であり、耐久性が

低いことから、日本海の風雪にさらされる環境で今後長期間使用できるとは考えられない。同時期に建設された飼育棟

も、既に老朽化が進み、特に錆による支柱の劣化は著しく、補修を適宜行っているものの、大型の台風が襲来すれば倒

壊の危険性すらある。今後さらなる増加が見込まれる実習や研究目的の利用者の安全および利便性を確保するために

も、飼育棟と研究棟を統合した建物を早期に建築する必要がある。
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9)瀬戸臨海実験所

瀬戸臨海実験所長 下村通誉

■教育研究
2023年度は講師であった中野智之氏が 10月 1日付で准教授に昇任した。 2023年度は教育関係共同利用拠点事業の

第 3期の 3年目である。当実験所は、日本でも特に海洋生物相の豊かな場所に立地しており、その特徴を活かした、よ

り充実した臨海実習や共同利用のために、この教育拠点活動を推進してきている。 2023年度は 10月から河村真理子氏

を特定講師として採用した。新型コロナウイルスは 5月に 5類に移行したことから実習は全て対面で実施した。

2014年度から、当実験所と京大本学のラボとの合同ゼミを行っている。2023年度は農学研究科海洋生物増殖学分野、

農学研究科海洋生物環境学分野、舞鶴水産実験所、福井県立大学海洋生物資源学部との合同ゼミを行った。前年度に引

き続き毎月「瀬戸海洋生物学セミナー」をオンラインで実施した。外部の研究者を招いた研究紹介セミナーで、全国か

ら参加者を墓集している。

■社会連携
新型コロナウイルスが 5類に移行したことから、白浜水族館の団体入場者の人数制限を撤廃した。水族館の夏休み、

冬休みの「研究者と飼育係のこだわり解説ツアー」・「バックヤードツアー」を再開した。

■施設の特記事項
2023年度末で朝倉彰教授が退職されることから 2024年 3月8日に朝倉彰教授退職記念講演会・祝賀会をそれぞれ国

際科学イノベーション棟5階シンポジウムホールと百周年時計台記念館内のレストラン「ラ・トゥール」で行った。

畠島には近年、レジャー客による無断上睦が絶えなかったが、新型コロナウイルスの感染拡大により観光業の大半が

自粛となったため、無断上陸はほとんど確認されなかった。

10)森里海連環学プロジェクト支援室

森里海連環学プロジェクト支援室長 徳地直子

2023年度、森里海連環学プロジェクト支援室は、室長、副室長、技術職員1人の3人体制で、森里海連環学に関する試

料分析、実験室・分析機祈等の管理を行った。支援室として担当した業務は以下の通りである。

•森里海連環学実習の水試料分析（栄養塩）

•西舞鶴高校実習等の水試料分析（栄養塩）

•分析機器の保守管理

・化学物質の管理

・実験廃液の管理

・無機廃液の処理

・不用試薬等の廃棄（外部委託処理）

•その他（機器類の修理や事務的な調吾対応等）
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11)企画情報室

企画情報室長三田村啓理

■特記事項
く会議業務＞

企画情報室は、教授会や、新しい里山・里海共創プロジェクト等のテレビ会議等の運用を担当している。 2023年度

における会議室のテレビ会議機器の利用回数は 86回であった。

く広報＞

広報委員会の指示の下、定期刊行物として、年報を 1号（第 20号）、ニュースレターを 3号 (60~62号）、ニュース

メールの配信を 7 回、編集•発行•発送した。フィールド研ウェブページを随時更新し、 2023 年度に公開したページ

は 193ページ、写稟の公閲は 442枚、旧 Twitter（現X:7月 3日頃から仕様変更により部局ページでの新着表示がで

きなくなった）投稿数は 266件となった。

京都大学OCWの後継として「KyotoUChannel」が 11月に公開され、部局YouTubeチャンネルに映像を公開し、 KyotoU

Channelに掲載を依頼する形となった。今年度は、瀬戸臨海実験所畠島実験地の記録映像を編集した映像（日英2種類：

各 4分 53秒）を作成したほか、前年度に撮影した和歌山研究林の記録映像 (2件計 7分 32秒：和歌山研究林内部資

料として編集した映像は計 35件 5時間 21分 13秒）、 11月の創設 20周年記念式典・シンポジウム (3時間 44分 13

秒）を公開した。また、新しい里山里海の勉強会の記録映像を編集し限定公開し (5件計 7時間 26分07秒）、各施設

や山の健康診断プロジェクト等の映像を部局チャンネルに表示した。

部局紹介概要パンフレットの 5年ぶりとなる大改訂を 9月に行った。 2023年 3月に実施された森里海シンポジウム

報告書のデジタル出稿、校正、共創プロジェクトパンフのオンライン印刷支援 (5月）、広報映像の更新等を行った。

く情報システムの企画、開発、運用＞

情報セキュリティ委員会の指示の下、学内ネットワークの設定、メーリングリストの管理、共用機器類の管理、各施

設等の不具合等に対応した。公開ウェブページでは、ログを逐次確認して設定を調整するとともに、 WordPressによる

システムを 8回更新し、年度末で6.4.3となった。 4月に 20周年記念式典特設ページを公開し、新しい里山・里海共

創プロジェクトのページを部局ドメイン内のサブドメイン collaboで公関した。旧森里海連環学教育研究ユニットの

サーバが 10月 13日に公開停止されたため、刊行物PDFファイルなど主要なファイルを部局サーバ内で再公開した。

KUINS VLANの総点検、サーバ脆弱性診断を実施した。その他、 Microsoft365利用 A3ライセンスの全学展開 (7月よ

り）への対応、瀬戸臨海実験所への無線LAN基地局追加設置申請、紀伊大島実験所管理パソコン類の廃棄処理、農学部

総合館ネットワーク停止対応 (10月4日）、その他各種トラブル等に対応した。

く各施設およびフィールド研教職員の各種情報の収集＞

フィールド研および教職員の各種活動状況を収集するため、各施設から毎月報告される利用実績報告書の集計、新聞

等のフィールド研関連記事の収集、事業の記録、研究業績・外部資金・各種活動等の業績調べを行った。

くフィールド研常設各種委員会に係る実務＞

その他各委員会の実務として、シラバス調べ、調書への対応等を行った。

くフィールド研行事（イベント）に係る実務＞

11月 19日に開催した創設 20周年記念式典・シンポジウムでは、当日配布パンフレットの編集、プレスリリース、

缶バッジのデザイン、看板等作成、マニュアル作成調整、招待状リストの確認修正、オンライン配信と記録映像編集、

記録写真の整理、報告原稿作成、午前中に開催された高校生森里海研究ポスター発表会の印刷等を担当した。

新しい里山・里海共創プロジェクトにおいては、里山里海つながるフェス (10月 29日・イオンモール京都桂川）

の開催支援、第 2-6回新しい里山里海の勉強会Zoomオペレーション等を担当した。その他、きょうと女いきものフェ

ス (10月 8-9日・京都府立植物園）展示の準備支援、オンラインイベントの設定、接続等を担当した。上賀茂試験地

の武田薬品工業京都薬用植物園との包括連携協定締結 (1月 30日）の準備、連絡調整、撮影記録等を担当した。

くその他＞

台湾演習林関連資料の貸し出し、芦生研究林の資料館「斧蛇館」展示リニューアルに関する資料の提供・確認等、和

歌山研究林の写真の確認や貸し出しを行った。共用施設マネジメントセンターに依頼し、旧演習林事務室ラウンジの椅

子を更新いただいた (6月）。その他、各種申請・提出書類の作成の支援、施設・教職員による業務の支援等を弾力的に

行った。
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(2)各施設を利用した学生実習等

芦生研究林

期 間 日数 大学

23. 07. 13 ~ 23. 07. 14 2 尽都大学

23.07.31 1 京都大学

23. 08. 01 ~ 23. 08. 03 3 京都大学

23.08.01 1 京都大学

23.08.07 1 京都大学

23. 08. 28 ~ 23. 09. 01 5 京都大学
23.09.05 ~ 23.09.06 2 京都大学

23. 09. 13 ~ 23. 09. 15 3 京都大学

23. 08. 20 ~ 23. 08. 21 2 京都大学

23. 09. 11 ~ 23. 09. 13 3 京都大学

23. 09. 19 ~ 23. 09. 22 4 京都大学
23. 09. 25 ~ 23. 09. 28 4 京都大学

23.09.28 ~ 23.09.30 3 京都大学

23. 11. 11 ~ 23. 11. 12 2 京都大学

24. 02. 20 ~ 24. 02. 22 4 京都大学

23. 05. 22 ~ 23. 05. 26 5 東邦大学

23.05. 13 1 同志社大学

23.06.24 1 大阪産業大学

23. 06. 12 ~ 23. 06. 28 2 京都府立林業
大学校

23.07.08 1 四天王寺大学

23.08.03 ~ 23.08.05 3 神戸大学

23.08.07 1 京都大学

23.08. 12 1 京都光華女子
大学

23. 08. 23 ~ 23. 08. 25 3 人間環境大学

23. 09. 06 ~ 23. 09. 08 3 京都大学
23. 10. 17 ~ 23. 10. 19 3 大阪公立大学

計 64 

北海道研究林

期 間 日数 大学

23. 08. 06 ~ 23. 08. 10 5 尽都大学

23.09.01 ~ 23.09.08 8 京都大学

23.09.04 1 京都大学

23.09. 10 ~ 23.09. 13 4 京都大学

23. 09. 26 ~ 23. 09. 30 5 京都大学

24.02.25 ~ 24.03.02 7 京都大学
23. 08. 06 ~ 23. 08. 10 5 凩都大学

23. 08. 28 ~ 23. 08. 31 4 酪農学園大学
23.09. 10 ~ 23.09. 13 4 北海道大学

23.09. 10 ~ 23.09. 13 4 京都大学

計 47 

（上段：京大生対象、下段：他大学生対象、学生数（受講者）・教員等数(TA含む）は，延人数）

部局 科目名 学年 学生数 教員等数 備考

農学研究科 ユネスコチェアフィールドワーク：水 大学院生 10 13 
と森と社会

理学研究科 数理を基盤として新分野の自発的創出 1 4 
を促す理学教育プログラムスタディ
グループ「自然界に潜む規則性を探

る」

総合生存学館 サービスラーニングA 大学院1回 12 16 
生

経済学部 多文化教養演習 ：見・聞・知＠京都 全回生 58 12 
「受容から発信へ」

フィールド研 森里海連環学実習I 全学1~4 7 12 
回生

農学部 研究林実習I 2回生 147 26 

フィールド研 ILASセミナー「森での感動を科学す 全学1回生 20 8 
る」

フィールド研 ILASセミナー「京都の文化を支える森 全学1回生 24 12 
林：地域の知恵と生態学的知見」

宇宙総合学研究ユ 有人宇宙キャンプ 学部生 22 10 
ニット

学術情報メディア サイバーフィジカル混成によるフィー 21 22 
センター ルド実習記録とその分析

農学部 研究林実習II 3回生 79 14 

農学部 森林利用学実習及び実習法 3回生 116 21 

フィールド研 ILASセミナー「芦生研究林の菌類多様 全学1回生 21 8 
性に触れよう」

農学研究科 農学部・大学院生セミナー(Informal 25 ， 
annual event for doctoral and 
master's students) 

フィールド研 森里海連環学実習III（暖地性積雪地域 全学部 1 42 18 
における冬の自然環境） ~4回生

理学研究科 野外生態学実習II 3年生 75 24 

理工学研究科 生命環境保全研究室ゼミ 大学院生 7 1 

デザイン主学部・ 生物資源活用演習 3年生 6 4 
環境理工学科

森林科学1 1年生 18 2 

教育学部教育学科 教育専門演習 I、教育専門演習III 大 16 2 
学生を対象とした自然体験活動の教育
効果

理学部生物科学科 野外実習II 54 4 

フィールド研 森里海連環学実習I（公開実習） 6 

゜
（併催）

キャリア形成学部 プナ・アシウスギ天然林サイエンスツ ， 5 
アー2023

人間環境学部・環 奥山里山管理実習／森林管理実習Bl共 1~4年 54 10 
境科学科 同フィールドワーク

フィールド研 公開森林実習I 27 22 

緑地保全学研究グループ実習 48 10 

(26件） 925 289 

部局 科目名 学年 学生数 教員等数 備考

フィールド研 ILASセミナー「北海道の昆虫相」 主として 37 61 
1回生

フィールド研 研究林実習III 3回生 153 67 標茶区

フィールド研 研究林実習III 3回生 19 10 白糠区

フィールド研 森里海連環学実習II 主として 24 24 
1回生

フィールド研 ILASセミナー「北海遣のきのこの多様 主として 34 31 
性と生き方」 1回生

フィールド研 研究林実習IV 3回生 110 62 

フィールド研 公開森林実習II 主として 53 

゜
（併催）

2-3回生

環境共生学類 水圏地圏総合実習 3年 80 33 

北方生物圏フィー 森里海連環学北大・京大合同演習 Bl~ 36 25 （併催）

ルド科学センター

フィールド研 森里海連環学実習II（北海道大学と共 Bl 20 

゜
（併催）

催：公開実習）

(10件） 566 313 
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和歌山研究林
期 間 1日数 大学

23.08.09 I 1 和歌山県農林
大学校

23. 08. 21 ~ 23. 08. 24 I 4 I京都大学

計 | 5 | 

上賀茂試験地
期 間 日数 大学

23.04. 16 1 尽都大学

23. 04. 18 ~ 23. 05. 09 2 京都大学

23.05. 13 1 京都大学

23.05.20 1 京都大学

23.05.20 1 京都大学

23. 05. 20 ~ 23. 08. 10 4 京都大学

23.07.22 1 京都大学

23. 07. 24 ~ 23. 09. 27 2 京都大学

23.09. 13 1 京都大学

23. 04. 21 ~ 23. 11. 17 7 尽都府立大学
22. 05. 07 ~ 23. 06. 10 3 京都精華大学

23. 05. 20 ~ 23. 05. 21 2 放送大学
23.06.05 ~ 23.07.24 3 京都府立大学
23.08.23 1 人間環境大学

23.09.06 1 京都大学

23. 10. 12 1 京都精華大学

23. 10. 14 ~ 23. 12. 16 5 京都大学

23. 11. 04 ~ 23. 11. 05 2 放送大学
23. 11. 11 ~ 23. 11. 12 2 放送大学
23. 11. 22 1 京都教育大学

23. 12.09 1 大阪産業大学

計 43 

徳山試験地

北白川試験地

（該当案件なし）

期 間 日数 大学

23. 04. 03 ~ 23. 06. 30 7 尽都大学

23.04. 12 1 京都大学

23. 04. 19 ~ 23. 07. 12 2 京都大学
23.04.27 1 京都大学

23. 05. 16 ~ 23. 06. 20 4 京都大学
23. 05. 17 ~ 23. 05. 31 3 京都大学
23.06.07 1 京都大学

23.09. 15 1 京都大学

23. 10. 30 ~ 23. 12. 18 2 京都大学
23. 11. 29 1 京都大学

23.09.08 1 凩都大学

23.09.08 1 京都大学

計 25 

部局

林業研修部

フィールド研

(2件）

部局

地球環境学堂

農学研究科

フィールド研

フィールド研

フィールド研

フィールド研

地球環境学堂

東南アジア地域研
究研究所

フィールド研

生命環境学部

人間環境デザイン
プログラム

京都学習センター

生命環境学部

環境科学部フィー
ルド生態学科

フィールド研

デザイン学部ビ
ジュアルデザイン
学科

フィールド研

京都学習センター

京都学習センター

教育学部産業技術
科学科

デザイン工学部・
環境理工学科

(21件）

部局

フィールド研

農学部

農学部

農学部

農学部

農学部

農学部

フィールド研

農学部

農学部

フィールド研

農学研究科

(12件）

科目名 学年 『学生数T教員合記備考
請義 12 I 3 

ILASセミナー「森を育て活かす一林業 I 20 I 14 
体験をとおして考える」

32 I 17 

科目名 学年 学生数 教員等数 備考

里山再生論 修士 24 5 

森林基礎科学実習 I 森林科学 56 4 
科2回生

ILASセミナー「森と暮らしを繋ぐ持続 全学1回生 18 3 
可能なデザイン」

ILASセミナー「北海道のきのこの多様 全学1回生 6 1 
性と生き方」

ILASセミナー「芦生研究林の菌類多様 全学1回生 6 1 
性に触れよう」

ILASセミナー「里山の物質循環：燃 全学1回生 36 7 
料・肥料・食料から考える」

里山再生論 修士 21 2 

水循環・風上論 修士課程1 20 3 
年

ILASセミナー「京都の文化を支える森 全学1回生 8 5 
林：地域の智恵と生態学的知見」

生物学実験及び同実験法 1回生 135 13 

自然環境演習 1年生 15 15 

森林に対する環境意識 18 6 

森林植物学実習 2回生 67 8 

奥山里山管理実習／森林管理実習／共同 1,2年生 18 3 
フィールドワーク

公開森林実習I 他大学全 ， 7 
学年

ビジュアルデザイン応用実習5 1回生 20 2 

公開森林実習III 主として 22 15 
2 • 3年次
生対象

森里海連環学入門 30 6 

身近な森との付き合い方 30 7 

生物育成実習 2回生• 3 11 3 
回生

生物資源活用演習 3年生 2 1 

572 117 

科目名 学年 学生数 教員等数 備考

ILASセミナー「群集生態学入門」 全学1回生 112 7 

食品有機化学実験および実験法 3回生 3 2 

上壌物理学・水環境工学実験 3回生 36 2 

海洋生物科学実験及び実験法I 3回生 25 1 

森林基礎科学実習I 3回生 128 4 

森林フィールド系実習及び実習法 3回生 89 5 

応用生命科学実験（有機化学実験） 3回生 4 2 

ILASセミナー「京都の文化を支える森 全学1回生 8 3 
林：地域の智恵と生態学的知」

森林水文•砂防学実験及び実験法 3回生 28 3 

応用生態学実験及び実験法 3回生 19 1 

公開森林実習I 他大学全 ， 5 
学年

カセサート大学—京都大学農学部短期 19 3 
学生交流プログラム

480 38 
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紀伊大島実験所 （該当案件なし）

舞鶴水産実験所

期 間 日数 大学 部局 科目名 学年 学生数 教員等数 備考

23. 07. 15 ~ 23. 07. 17 3 尽都大学 フィールド研 ILASセミナー「尽都の海の沿岸動物学 15 ， 
入門」

23. 07. 21 ~ 23. 07. 22 2 京都大学 理学研究科 地質科学野外巡検IA（大島半島巡検） 15 

゜23. 08. 07 ~ 23. 08. 11 5 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習I 25 18 

23. 08. 25 ~ 23. 08. 30 6 京都大学 農学部 海洋生物科学技術論と実習I 36 30 

23. 08. 30 ~ 23. 09. 04 6 京都大学 農学部 海洋生物科学技術論と実習II 66 32 

23. 09. 09 ~ 23. 09. 10 2 京都大学 農学研究科 応用生物科学専攻動物機能開発学講座 24 6 
研究室セミナー

23. 12. 23 ~ 23. 12. 27 5 京都大学 フィールド研 博物館実習（館園実務） 10 11 

24. 03. 04 ~ 24. 03. 08 5 京都大学 農学部 海洋生物科学技術論と実習IV 70 21 

23. 05. 24 ~ 23. 05. 28 5 近畿大学 環境管理学専門実験・実習 100 20 

22. 08. 07 ~ 22. 08. 10 2 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習I（公糊実習） 25 

゜
併催

23. 08. 18 ~ 23. 08. 22 5 関西学院大学 海洋生物実習 100 20 

23. 08. 25 ~ 23. 08. 30 6 京都大学 フィールド研 魚類学実習（公開実習） 21 

゜
併催

23. 08. 30 ~ 23. 09. 04 6 京都大学 フィールド研 無脊椎動物学実習（公開実習） 12 

゜
併催

23.09. 10 23.09. 13 4 岐阜大学 臨海実習 52 13 

23. 09. 19 ~ 23. 09. 24 6 京都大学 フィールド研 魚類生態学実習（公開実習） 60 31 

23. 12. 23 ~ 23. 12. 27 5 京都大学 フィールド研 博物館実習（館園実務） （公開実習） 10 

゜
併催

24. 03. 04 ~ 24. 03. 08 5 京都大学 フィールド研 仔稚魚学実習 （公開実習） 15 

゜
併催

計 78 (17件） 656 211 

瀬戸臨海実験所

期 間 日数 大学 部局 科目名 学年 学生数 教員等数 備考

23. 05. 03 ~ 23. 05. 05 3 凩都大学 フィールド研 ILASセミナー「甲殻類学入門」 1回生 12 3 

23. 05. 03 ~ 23. 05. 05 3 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「貝類の不思議」 1回生 6 3 

23. 08. 27 ~ 23. 08. 28 2 京都大学 総合生存学館 UNESCO Field Work受講生および大学 1回生 18 2 
内同好会による白浜水族館見学

23. 08. 05 ~ 23. 08. 11 7 京都大学 理学部 臨海実習第2部 全学年 35 26 

23. 08. 25 ~ 23. 08. 27 3 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「海洋共生生態学入門」 1回生 15 6 

23. 08. 25 ~ 23. 08. 27 3 京都大学 フィールド研 ILASセミナー「黒潮流域の海洋生物自 1回生 12 3 
然史」

23. 09. 11 ~ 23. 09. 18 8 京都大学 理学部 臨海実習第1部 全学年 40 35 

23. 09. 11 ~ 23. 09. 18 8 京都大学 理学部 臨海実習第4部 全学年

゜゜
併催

23. 11. 10 ~ 23. 11. 11 2 京都大学 理学部 地質科学野外巡検IB 12 4 

23. 12. 05 ~ 23. 12. 09 5 京都大学 フィールド研 博物館実習（館園実務） 3回生以上 17 5 

24. 03. 13 ~ 24. 03. 17 5 京都大学 理学部 臨海実習第3部 全学年 10 52 

24.03.23 ~ 24.03.29 7 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習IV 全学年 77 54 

23. 04. 19 ~ 23. 04. 24 6 和歌山大学 教育学部 共同利用実習「臨海実習」 49 18 

23.06.03 ~ 23.06.05 3 大阪教育大学 教育学部 共同利用実習「臨海実習」 41 5 

23. 06. 13 ~ 23. 06. 17 5 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「博物館実習」 3回生以上 10 14 

23. 06. 30 ~ 23. 07. 06 7 大阪公空大学 理学部 共同利用実習「臨海実習」 133 10 

23. 07. 15 ~ 23. 07. 19 5 奈良教育大学 教員養成課程 共同利用実習「臨海実習」 2回生以上 103 25 

23. 08. 05 ~ 23. 08. 11 7 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「FunctionalMorphology 3回生以上 35 

゜
併催

and Evolutionary B10logy of Marine 

Invertebrates I 
23. 08. 14 ~ 23. 08. 18 5 関西学院大学 生命環境学部 共同利用実習「臨海実験l」 80 25 

23. 08. 21 ~ 23. 08. 24 4 滋賀県立大学 環境科学部 共同利用実習「環境学野外実習I. 64 10 

II • III」
23. 08. 24 ~ 23. 08. 25 2 京都大学 野生動物研究セン 海棲哺乳類調査実習 日本生態学 16 4 

ター 会員を中心
とする大学
生，大学院
生

23. 08. 28 ~ 23. 08. 31 4 奈良女子大学 理学部 共同利用実習「海洋生物学野外実習」 36 14 

23. 09. 11 ~ 23. 09. 18 8 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「自由課題研究」 3回生以上 16 

゜
併催

23. 09. 25 ~ 23. 09. 29 5 大阪大学 理学部 共同利用実習「生物学臨海実習」 85 8 

24. 02. 24 ~ 24. 03. 02 8 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「海産無脊椎動物分子系 全学年 64 57 
統学実習」

24. 03. 13 ~ 24. 03. 17 5 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「藻類と海浜植物の系統 全学年 30 

゜
併催

と進化」

24. 03. 23 ~ 24. 03. 29 7 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「沿岸域生態系多様性実 全学年 56 

゜
併催

習」

計 137 (27件） 1072 383 
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(3)各施設を利用した社会連携教育および野外学習等
（上段：小中高校生等対象、下段：一般対象、参加者数（対象者＋引率者等）・教員等数（京大教職員）は，延人数）

芦生研究林
期 間 日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数備考

23.06.08 1 美山小学校 芦生グリーンワールド 23 4 

23.07.27 ~ 23.07.29 3 大阪府吃泉陽高等学校 高校生による植生、水生生物を中心と 18 2 
した生物観察

23.08.02 ~ 23.08.03 2 大阪府立刀根山高等学校 刀根山高校生物工コ部森林生物観察 36 

゜実習

23.05. 10 1 兵庫県党人と自然の博物館 芦生研究林でのコケ植物観察 8 1 

23.07.26 ~ 23.07.29 2 KDDI株式会社社員有志 森林ボランティア 36 6 

23. 10. 21 1 フィールド研芦生研究林 芦生研究林一般公隅（京大ウィーク 一般 31 13 
ス）

23. 10.27 ~ 23. 10.29 1 フィールド研芦生研究林 芦生菌類ワークショップ 38 8 

24.03. 15 1 フィールド研芦生研究林 芦生研究林 OpenScience Meeting 20 13 

計 12 (8件） 210 47 

北海道研究林

期 間 日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数備考

23. 10. 21 1 標茶町教育委員会 しべちゃアドベンチャースクール 小学生 25 6 

23.06. 18 1 フィールド研北海道研究林 初夏の花観察会プチフラワーソン 一般 ， 6 白糠区
2023 

23. 10.07 1 フィールド研北海道研究林 自然観察会「秋の森の生態系」 （京大 一般 18 26 標茶区

ウィークス）

計 3 (3件） 52 38 

和歌山研究林
期 間 日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等副備考

23. 04. 18 ~ 24. 01. 16 20 和歌山県宣有田中央高等学校清 ウッズサイエンス 60 37 

23.05.26 ~ 23. 10.26 2 和歌山県立有田中央高等学校清 森林ウォーク 8 6 

23. 05. 22 ~ 23. 11. 01 2 有田川町立八幡小学校 森林体験学習 5,6年生 26 7 

23. 10. 14 1 フィールド研和歌山研究林 ミニ公開講座（尽大ウィークス） 一般 12 4 

計 25 (4件） 106 54 

上賀茂試験地

期 間 日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数備考

23.04. 15 ~ 24.03. 10 22 フィールド研 里山おーぷんらぼ＠上賀茂 306 106 

23.09.09 1 京都光華女子大学キャリア形成 里山サイエンスツアー2023 女子中高 10 5 

学部 校生

23.09. 15 1 フィールド研・イオン環境財団 里山フェスin上賀茂試験地：洛再 小学生 44 6 
Linksのみんなと里山で遊ぼう！！

23. 11. 14 1 光華女子学園光華小学校 環境学習 31 4 

23. 11. 10 ~ 23. 12. 16 3 フィールド研 芸術家との融合によるアウトリーチ活 3 4 
動の展開

23. 11. 15 ~ 23. 11. 16 2 シニア自然大学校 植物の生き方を楽しむ講座 24 1 

23. 11. 18 1 フィールド研上賀茂試験地 秋の自然観察会（京大ウィークス） 18 8 

24.03.24 1 京都大学地球環境学堂 農業と環境を上から考える 16 1 

計 32 (8件） 452 135 

徳山試験地

期間

23.05.26 
日数匡催査
1 周南市

講座・イベント名

鼓南中学校環境学習
対象者 I参加者数1教員等数1備考

22 I 5 内中学
生11人

23.05.27 

23. 10. 14 

計

］ I□：霊：戸二；［［： 1：は冒：：竺京大ウィークス）

3 I (3件）

30 I 3 

口86 I 11 
北白川試験地

期 間 日数 主催者 科目名 対象者 参加者数 教員等数備考

23.08.05 1 フィールド研北白川試験地 夏の自然親察会（昂大ウィークス） 15 4 

23.08.05 1 京都大学 オープンキャンパス2023共通企画北部 135 10 
キャンパスツアー（農学部コース）

23.08. 18 1 京都大学白眉センター ひらめき女ときめきサイエンス 10 2 

計 3 (3件） 160 16 
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紀伊大島実験所 （該当案件なし）

舞鶴水産実験所

期 間 日数 主催者 科目名 対象者 参加者数 教員等数 備考

23.04.21 1 兵庫県立香住高校 キャンパス見学会 15 1 

23.04.22 23.07.22 2 フィールド研・イオン環境財団 京都大学舞鶴水産実験所で木の枝を海 小学生 52 4 
に沈めて集まる魚を観察しよう！

23. 06. 10 ~ 23. 06. 11 2 KBS京都 環境教育 光華小学 72 2 
校生徒

23.07.24 ~ 23.07.25 2 京都府立西舞鶴高等学校 夏期実習「地球環境と海の生態系」の 58 8 
調査および実習

23.07.26 ~ 23.07.28 3 京都教育大学附属高校 臨海実習 42 5 

23.08.22 1 舞鶴市小学校教育研究会 舞鶴市理科教員研修会 20 1 

23. 10. 13 1 京都府生物教育会 京都府内の高等学校生物担当教員の研 13 1 
修

計 12 (7件） 272 22 

瀬戸臨海実験所

期 間 日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

23.05.24 1 樟蔭中学校 海辺の生物観察 35 1 

23.06. 17 1 フィールド研・イオン環境財団 畠島ビーチクリーン 一般 26 4 

23.07.20 ~ 23.07.21 2 大阪府立汎愛高等学校 理科課題研究 高校生 34 2 

23.07.22 ~ 23.07.24 3 滋賀県立膳所高等学校 サイエンスキャンプ（第53回生物実習 高校生 57 6 
旅行）

23.07. 30 ~ 23.07. 31 2 兵庫県立尼崎小田高等学校 発生、系統分類実習 高校生 38 2 

23.08.03 ~ 23.08.04 2 奈良県立郡山高等学校 生物部臨海実習 高校生 14 

゜23.08.29 1 白浜町立児童館・白浜町生活環 白浜町水辺環境教室 小学3~6 25 1 
境課 年生

23.09.02 ~ 23.09.03 2 和歌山県 ネイチャー・キャンプ海辺の生き物 小学4年生 66 4 
～中学3年
生

23. 10.06 ~ 23. 10.07 2 大阪府立千里高等学校 臨海実習 高校生 44 2 

23. 12.25 ~ 23. 12.26 2 大阪府立豊中高等学校 SSH白浜研修旅行 高校生 34 4 

24.02. 17 1 フィールド研・イオン環境財団 白浜の豊かな海と自然について学ぼう 一般 28 5 

23.04.01 ~ 24.03.31 12 FMビーチステーション ラジオで生き物紹介 一般 12 フジオ

23.04.01 ~ 24.03.31 366 JR西日本 くろしお水槽 一般 - 102 白浜駅
構内展

示

23. 04. 18 ~ 24. 03. 19 11 フィールド研瀬戸臨海実験所 瀬戸海洋生物学セミナー第76~86回 全国研究 340 85 オンラ

機関 インま
たはハ
ィブ
リッド

23. 04. 22 ~ 23. 06. 17 3 白浜水族館 水族館の磯採集体験 一般 44 12 

23. 10. 14 ~ 24. 03. 02 3 白浜水族館 水族館の飼育体験 一般 29 10 

23. 10. 21 1 フィールド研瀬戸臨海実験所 京大ウィークス「白浜の海の自然と発 一般 15 5 
見」

計 415 (17件） 829 257 
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赤石大輔 公開講演会「シカの食害による芦生の変化ときのこ相～新たなモニタリングと協働」にて、講演「芦生の

坂野上なお

中西麻美

杉山賢子

田中拓弥

きのこ相を知る：これまでわかったこと」（京都府立植物園）， 2023-08-27

芦生研究林施設公開•森林軌道コース解説， 2023-10-21
上賀茂試験地秋の自然観察会林内解説， 2023-11-18

自然観察会「秋の森の生態系」 林内解説（北海道研究林標茶区）， 2023-10-07

周南市・京都大学フィールド科学教育研究センター運携公開講座講演「”きのこ’'の生き方と森での働き」

（周南市役所および徳山試験地）， 2023-10-14

「きょうと女いきものフェス！ 2023」にて、京都大学フィールド研のブースを出展（京都府立植物園），

2023-10-08/09 

「里山里海つながるフェス＠イオンモール京都桂川」企画担当， 2023-10-29

「里山おーぷんらぼ＠上賀茂」（第2回～第11回）企画運営担当（上賀茂試験地）， 2023-05-13/2024-03-10

「里山おーぷんらぼフィールドガイド ～暮らしと関わる樹木マップ」の制作（上賀茂試験地）

1里域生態系部門I

益田玲爾 柴漬け体験イベント「京都大学舞鶴水産実験所で木の枝を海に沈めて集まる魚を観察しよう！」， 2023-

04-22, 07-22 

スノーケリングリーダー養成講座「若狭湾の魚類と環境」（福井県海浜自然センター）， 2023-06-24

舞鶴市小学校教育研究会理科部研修と講義「最先端技術から分かる舞鶴の自然研究」（舞鶴水産実験所），

2023-08-22 

舞鶴市中公民館いきいきセミナー「舞鶴湾の海・魚と気候変動」， 2023-09-28

京都府生物教育会例会（舞鶴水産実験所）， 2023-10-13

アースウォッチトークス「海の生き物たちの繋がりや駆け引き 潜水や環境DNA調査で見えてきたこと」

（オンライン）， 2023-11-15

京都大学工グゼクティブ・リーダーシップ・プログラムでの講演「浩水目視調査から考える海の未来 ～ 

多様性とつながり～」（京都大学橘会館）， 2023-11-18

京都大学フィールド研創設20周年記念式典・シンポジウムにおいて、「施設における教育と研究の歩み：

舞鶴水産実験所」を担当（百周年時計台記念館百周年記念ホール・国際交流ホール）， 2023-11-19

海の民学舎 受講生への講義「水中から見た京都の海」（舞鶴水産実験所）， 2024-1-11

DHA • EPA協議会講演「水中から見た温暖化，魚たちの変化と磯焼け」（オンライン） 2024-1-19
京都水族館「京の海」リニューアル記念トークセッションでの講演「京都の海のいきものと環境変化」，

2024-02-21 

アースウォッチ環境DNAを用いた魚類調査プロジェクトでのズームによる成果報告「魚類群集の地域性と

日周性」（舞鶴水産実験所）， 2024-03-03

伊藤岳 柴漬け体験イベント「京都大学舞鶴水産実験所で木の枝を海に沈めて集まる魚を観察しよう！」 舞鶴

水産実験所， 2023-04-22,07-22

「新しい里山里海の勉強会（第5回）」において、活動紹介「研究者としての里海活動 舞鶴・瀬戸での取

組」（オンライン）， 2024-01-23

悼洋生態系部門I
朝倉彰 京都大学フィールド研創設20周年記念式典・シンポジウムにおいて、式辞および講演「フィールド研の誕

生・歩みと未来」（百周年時計台記念館百周年記念ホール・国際交流ホール）， 2023-11-19

朝倉彰教授退職記念講演会「海産無脊椎動物の多様性と種分化ー甲殻類を中心に」（京都大学国際科学イノベーショ

ン棟シンポジウムホール）， 2024-03-08

山下洋 サクラマスや高津川の魚を学んでみよう（吉賀町柿木公民館）， 2023-06-09

市川光太郎 「博物ふぇすていばる！ 9」マナティー研究所本物の博士たちの海の動物マルシェ出展（科学技術

館）， 2023-07-22/23

「きょうと女いきものフェス！ 2023」にて、京都大学フィールド研のブースを出展（京都府立植物

園）， 2023-10-08/09

第6回海牛祭り（オンライン）・講師， 2024-01-06

下村通誉 水産・臨海・臨湖実験所フィールド実習ワークショップ講演「コロナ禍に行われた瀬戸臨海実験所の実

習（事例報告） 」， 2023-04-14

畠島ビーチクリーンを実施， 2023-06-17

白浜水族館にて、京都大学126周年記念缶バッジ（全2種類）を配布， 2023-06-18/24

白浜水族館にて、オリジナルステッカーを配布， 2024-01-01/03

白浜水族館夏休み解説ツアー・バックヤードツアー・大水槽エサやり体験を実施， 2023-07-21/08-31

白浜水族館冬休み解説ツアー・バックヤードツアーを実施， 2023-12-23/2024-0l-08

白浜水族館春休み解説ツアー・バックヤードツアー・大水槽エサやり体験を実施， 2024-03-23/04-07
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中野智之

後藤龍太郎

山守瑠奈

Bao Sarina 

1管理技術部I

加藤哲哉

加藤哲哉

原田桂太

原田桂太

山内洋紀

山内洋紀

山内洋紀

山中公

白浜水族館企画展「海洋生物を究める！ ：JAMBIO沿岸生物合同調査の紹介」， 2023-02-01/05-14

白浜水族館企画展「絶滅のおそれのある海の生き物展～和歌山県レッドデータブックでひもとく」を開

催， 2023-12-23/2024-04-07

公開ラボ・施設見学「白浜の海の自然と発見」において、講演「瀬戸臨海実験所の紹介」（瀬戸臨海実験所），

2023-10-21 

京都大学フィールド研創設20周年記念式典・シンポジウムにおいて、司会および「施設における教育と研

究の歩み：類戸臨海実験所」を担当（百周年時計台記念館百周年記念ホール・国際交流ホール）， 2023-

11-19 

イオンX京大「白浜水族館で白浜の豊かな海と生き物について学ぼう！」において、概要説明と水族館の

解説を担当（白浜水族館） 2024-02-17

畠島ビーチクリーンを実施， 2023-06-17

白浜水族館夏休み解説ツアー・バックヤードツアー・大水槽エサやり体験を実施， 2023-07-21/08-31

白浜水族館冬休み解説ツアー・バックヤードツアーを実施， 2023-12-23/2024-0l-08

白浜水族館春休み解説ツアー・バックヤードツアー・大水槽エサやり体験を実施， 2024-03-23/04-07

白浜水族館企画展「海洋生物を究める！ ：JAMBIO沿岸生物合同調査の紹介」， 2023-02-0l/2024-05-14

日本生態学会2024横浜大会フォーラム個別モアイメンター（大学院生を対象）， 2024-3-11

白浜水族館夏休み解説ツアー・バックヤードツアー・大水槽エサやり体験を実施， 2023-07-21/08-31

白浜水族館冬休み解説ツアー・バックヤードツアーを実施， 2023-12-23/2024-0l-08

白浜水族館春休み解説ツアー・バックヤードツアー・大水槽エサやり体験を実施， 2024-03-23/04-07

白浜水族館企画展「絶滅のおそれのある海の生き物展～和歌山県レッドデータブックでひもとく」を開

催， 2023-12-23/2024-04-07

吉野郡（東）科学研究会会員研修講師， 2023-08-23

森里海連環学基礎講座（パナソニック）講師， 2023-07-19

「きょうと＊いきものフェス！ 2023」にて、京都大学フィールド研のブースを出展（京都府立植物

園）， 2023-10-08/09

森里海連環学基礎講座（パナソニック）講師， 2023-06-21

白浜水族館夏休み解説ツアーを実施， 2023-08-31

大阪自然史博物館「新写真でわかる磯の生き物図鑑」出版記念トーク にて瀬戸臨海実験所の生物ガイ

ドを紹介する講演を実施， 2023-09-23

いきもにあにて講演を実施， 2023-10-08

和歌山県立自然市博物館にてクリスマス大水槽サンタダイブを実施， 2023-12-24

白浜水族館冬休み解説ツアーを実施， 2023-12-25, 2024-01-06 

白浜水族館春休み解説ツアーを実施， 2024-03-27,28

畠島ビーチクリーンを実施， 2023-06-17

イオン環境財団主催第1回SATOYAMAフォーラム「里山が持つ新たな価値創造＝ネイチャーポジティブと

ウェルビーイング」において登壇（国連大学ウ・タント国際会證場）， 2023-12-12

イオンX京大「白浜水族館で白浜の豊かな海と生き物について学ぼう！」において、海の生き物クイズを

担当（白浜水族館）， 2024-02-17

きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験」， 2023-04-22,05-20,06-17

きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の飼育体験」， 2023-10-14,12-09, 2024-03-02 

きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験」， 2023-04-22,05-20,06-17

きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の飼育体験」， 2023-10-14,12-09, 2024-03-02 

きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験」， 2023-04-22,05-20,06-17

きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の飼育体験」， 2023-10-14,12-09, 2024-03-02 

公開ラボ・施設見学「白浜の海の自然と発見」（瀬戸臨海実験所）， 2023-10-21

夏の自然観察会「大学キャンパスで虫みつけ」（北白川試験地）， 2023-08-05
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5.資料
(1)職員配置表

区分 教授 准教授 講師 助教

ニ田村啓理 市川光太郎 小林志保

流動分野研究室
◆山下 洋 ◆久米 } 子

徳地直子 伊勢武史 坂野上なお ◆張曼青
口舘野隆之輔 長谷川尚史
▲吉川左紀子 ＊佐藤 弥 （研究員）
▲吉岡崇仁 ＊赤右大輔 ▲◆横部智浩

研究室（北部構内） ◆田中拓弥

企画情報室
（室長） （副室長）
＝田村啓理 長谷川尚史

森里海連環学 （室長）
プロジェクト支援室 徳地直子

（副室長）
益田玲爾

事務室

森林フィールド管理部門
里域フィールド管理部門
水域フィールド管理部門

（研究林長）
石原正恵 松岡俊将

＊坂野上なお

芦生研究林

（研究林長）
＊舘野隆之輔 小林和也 杉山賢子

▼中西麻美

北海道研究林

（研究林長）

和歌山研究林
＊徳地直子 ＊長谷川尚史
＊舘野隆之輔

（試験地長）
＊舘野隆之輔 中西麻美

上賀茂試験地

徳山試験地
（試験地長）
＊徳地直子
（試験地長）

北白川試験地 徳地直子

紀伊大島実験所
（実験所長）
△甲斐嘉晃

（実験所長）
益田玲爾 甲斐嘉晃 鈴木啓太

舞鶴水産実験所
邊見由美

（研究員）
▲◆伊藤 岳

（実験所長）

■朝倉 彰 下村通誉 ◆河村真理子 後藤龍太郎

瀬戸臨海実験所
中野智之 山守瑠奈

（研究員）
▲◆Bao Sarina 

■センター長 □副センター長 ＊連携教員・研究員 ◆特定有期庵用教職員 ▲特任教員
勤務地：＊京都 ▽北白川試験地 ▼上賀茂試験地 △舞鶴水産実験所
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令和5年12月 1日現在
事務職員 技術職員 非常勤職員等

野田琢嗣

山下 洋

寺西満美

川崎 茜
吉岡崇仁
駒井幸雄
吉川左紀子
嶺本和沙
池端建吾
北西諒介
牧野奏佳香
萩原幹花

●横田 盤
0中村はる奈
（兼）0向 昌宏

（室長） 山本みゆき
椿野康弘 野村箕由美

（掛長）
福島慎吉

▽〇◎境慎朗
▽◎藤井弘明
◎加藤哲哉

（掛長） ●柴田泰征 中野莉緒
＊ （兼）福島慎吉 ●勝山智憲 中野はるみ
（主任） 0細見純嗣 登尾梨恵
四方 聡 0太田健一

0北川陽一郎
岸本泰典
宮城祐太
永井貴大

（掛長） ［標茶区］ 川村由紀枝
若林潤一郎 ●岡部芳彦 渡邊紗織

●奥田 匡只

0柳本 順
林 大輔
古田 卓
木本恵周
橋本晋太
●中川智之 松場香枝
●上西久哉
0浅野善和

●紺野 絡 橋田理也子
●大橋健太 南 ゆう
0荒井 早JL』

西岡裕平
長谷川敦史
（再）山内隆之
（兼）▽●境慎—朗 徳原典子

右丸美由希
（兼）●藤井弘明
吉岡 歩
山中 公

0向 昌宏 荻野文代
横山隆一 0小倉良仁 潮見美咲

止下みどり
臼井美和子
千田哲朗

（掛長） （兼）●加藤哲哉 興田道子
白石大作 0山内洋紀 寺本律子

（専門職員） 0山本恒紀
安井 正 0原田桂太
上木原昭子 武藤岳人

④統括技術長◎技術長●技術班長 0技術主任
（兼）兼務 （再）再雇用



(2)常設委員会名称および委員一覧

将来構想企画委員会

教育研究評価（自己点検評価）委員会

施設・設備整備委員会

教育プログラム委員会

研究プログラム委員会

広報委員会

人権問題対策検討委員会

情報セキュリティ委員会

社会連携委員会

国際委員会

労働安全衛生委員会

教育研究組織改革検討ワーキンググル—プ

放射線障害防止委員会

公用車管理委員会

芦生研究林基金運営委員会

図暑委員会

動物実験委員会

教員業績評価委員会

（役職指定）

危機管理委員会

技術職員のあり方検討委員会

2023年4月1日現在

0朝倉・徳地・益田・舘野・三田村

0朝倉・徳地・益田・舘野・三田村

0朝倉・徳地・益田・舘野・三田村

0朝倉・長谷川・中西・邊見

0徳地・小林（和也）・市）11・後藤

0三田村・中野・山守・杉山・中西・鈴木・小林（志保） •松岡・横田

0朝倉・益田・舘野・徳地・三田村・フィールド研事務長

0朝倉・三田村・鈴木（部局情報セキュリティ技術責任者）・小林（和也） •横田

0市川・長谷川・松岡・高橋・後藤

0朝倉・益田・松岡・三田村

0徳地・坂野上・甲斐・下村・向・技術長・事務室長

0朝倉・益田・ 1應地・三田村・舘野・下村・伊勢・甲斐・石原

0益田・甲斐（エックス線作業主任者） •徳地・中野

0三田村・伊勢・市川・長谷川

0朝倉・徳地・舘野・石原・坂野上・フィールド研事務長

0伊勢・杉山・後藤・坂野上・鈴木

0益田・朝倉・下村・中野・高橋・原田

0朝倉・徳地・益田・舘野・ニ田村

全教授・各施設長・技術長

専任教授（流動分野を除く）・技術長・

(0は、委員長）

（事務部）フィールド研事務長・フィールド研事務室長・

総務課課長補佐（総務・人事担当）・総務課人事掛長
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(3)全学委員会等

く部局長が対応する委員会＞

教育研究評議会

研究資源アーカイブ運営委員会

野生動物研究センター連携協議会

地球環境学堂・学舎協議会

情報セキュリティ委員会

く他の教員が対応する委員会＞

総合博物館運営委員会

図書館協議員

大学評価委員会点検・評価実行委員会

学生の安全対策検討WG委員

組換えDNA実験安全委員会

吉田キャンパス整備専門委員会

化学物質専門委員会

国際戦略本部国際化推進懇談会

動物実験委員会

農学研究科建築委員会オブザーバー

農学研究科 （北部）総合研究棟ワーキンググループ

農学研究科防火・防災委員会

農学研究科省エネルギー小委員会（環境・安全・衛生委員会）

北部構内交通委員会

北部構内化学物質責任者

ハラスメント相談窓口

く学系会議＞

生態フィールド学系会議 （海洋生物環境学分野除く講師以上）

生態フィールド学系長

応用生物学系会議 （海洋生物環境学分野教授）

応用生物学系長

-71 -

2023年4月1日現在

総合技術部委員会

研究連携基盤運営委員会

益田

舘野

徳地

徳地

甲斐

（随時指名）

徳地

伊勢

益田

徳地

尾田・椿野

舘野

小林（志保）

市川

徳地

益田・坂野上・小林（志保）・加藤・椿野

木庭啓介（生態学研究センター）

横井伯英（農学研究科）



(4)運営委員会

2023年4月1日現在

区分 氏名 所属・職名

1号 朝倉彰 フィールド研センター長

2号 舘野隆之輔 フィールド研教授

徳地直子 フィールド研教授

三田村啓里 フィールド研教授

益田玲爾 フィールド研教授

3号 田村実 理学研究科教授

小野田雄介 農学研究科教授

深町加津枝 地球環境学堂准教授

木庭啓介 生態学研究センター教授

村上由美子 総合博物館准教授

石川登 東南アジア地域研究研究所教授

(5)協議員会

2023年4月1日現在

区分 氏名 所属・職名 備考

1号 朝倉彰 フィールド研センター長

2号 益田玲爾 フィールド研教授

舘野隆之輔 フィールド研教授

徳地直子 フィールド研教授

三田村啓理 フィールド研教授

3号 田中耕一郎 理学研究科教授 理学研究科長

森哲 理学研究科教授

澤山茂樹 農学研究科教授 農学研究科長

丸山伸之 農学研究科教授 農学研究科附属農場長

勝見武 地球環境学堂教授 地球環境学堂長

中村裕一 学術情報メディアセンター教授

中野伸一 生態学研究センター教授 生態学研究センター長

永益英敏 総合博物館教授
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(6)教育関係共同利用拠点運営委員会

舞鶴水産実験所共同利用運営委員会 2023年4月1日現在

区分 氏名 所属・職名

1号 朝倉彰 フィールド研センター長

2号 益田玲爾 フィールド研教授（舞鶴水産実験所長）

3号 徳地直子 フィールド研教授

4号 小林志保 フィールド研助教

5号 塩尻かおり 龍谷大学農学部准教授

Jean Tanangonan 近畿大学農学部環境管理学科講師

白山義久 国立研究開発法人海洋研究開発機構科学アドバイザー

富永修 福井県立大学海洋生物資源学部教授

仲岡雅裕 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター教授

三宅崇 岐阜大学教育学部教授

瀬戸臨海実験所共同利用運営委員会 2023年4月1日現在

区分 氏名 所属・職名

1号 朝倉彰 フィールド研センター長

2号 下村通誉 フィールド研准教授（瀬戸臨海実験所長）

3号 徳地直子 フィールド研教授

4号 渡辺勝敏 京都大学理学研究科准教授

5号 仲岡雅裕 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター教授

遊佐陽一 奈良女子大学研究院自然科学系生物科学領域教授

長里千香子 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター教授

川井浩史 神戸大学内海域環境教育研究センター特命教授

深見裕伸 宮崎大学農学部教授

白山義久 国立研究開発法人海洋研究開発機構科学アドバイザー

芦生研究林・北海道研究林・上賀茂試験地共同利用運営委員会 2023年4月1日現在

区分 氏名 所属・職名

1号 朝倉彰 フィールド研センター長

2号 石原正恵 フィールド研准教授（芦生研究林長）

小林和也 フィールド研准教授（北海道研究林長）

舘野隆之輔 フィールド研教授（上賀茂試験地長）

3号 徳地直子 フィールド研教授

4号 檀浦正子 凩都大学大学院農学研究科准教授

5号 平山貴美子 京都府立大学大学院生命環境学研究科准教授

赤石大輔 大阪産業大学デザイン工学部准教授

藤井芳一 人間環境大学人間環境学部准教授

松山周平 酪農学園大学准教授

小林元 信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究

センター准教授

高木正博 宮崎大学農学部附属フィールド科学教育研究センター田

野フィールド教授
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(7)新聞・雑誌等に掲載された記事

センターに関する記事

年月日 掲載面 掲載紙
2023年5月3m p.5831 凩大広報 768号

2023年5月3113 p.5832 凩大広報 768号

2023年5月31日 p.4-7 モンベル会報誌
『OUTWARD』
No.99 

2023年6月1日 p.11 わかやま探検
ミュージアム
Vol.77 

2023年6月6日 8面 紀伊民報

2023年6月16日 8而 紀伊民報

2023年6月2213 17面 朝日新聞和歌山
県版

2023年6月23日 1面 紀伊民報

2023年6月24日 23而 毎日新聞和歌山
版

2023年6月27日 23面 読売新聞大阪朝
刊

2023年7月7日 25面 朝日新聞朝刊

2023年7月16日 20面 凩都新聞朝刊

2023年7月23日 20面 凩都新聞朝刊

2023年9月1日 p.8-9 広報南丹8・9月
方ロ

2023年9月17日 21面 只都新聞朝刊

2023年9月22日 10面 紀伊民報

2023年9月23日 25面 朝日新聞和歌山
版

2023年10月1日 p.12 わかやま探検
ミュージアム
Vol.79 

2023年10月6日 20而 尽都新聞丹波A

2023年10月18日 21面 凩都新聞丹波B

2023年11月1日 p.2-3 広報南丹10・11 
月号

2023年11月17日 31面 読売新聞和歌山
版

2023年11月20日 21面 凩都新聞

2023年11月26日 25面 読売新聞（滋賀
版）

2023年11月27日 19面 毎日新聞和歌山
版

2023年12月1日 3面 只都大学新聞

2024年1月8日 p.31 文教ニュース(1
月8・15日、第
2784•85合併号）

2024年1月12日 p.5 文教速報(1月12
H、第9352号）

2024年1月14日 28而 尽都新聞丹波A

2024年1月22日 広告而 朝日新聞

2024年1月22日 広告面 読売新聞

2024年1月26日 9面 紀伊民報

2024年1月28日 20面 毎日新聞（和歌山
版）

2024年1月31日 21面 京都新聞

2024年1月31日 34面 日刊工業新聞

2024年1月31日 p,5912-5914 只大広報 772号

タイトル 内容・キーワード等
芦生研究林とKDDI株式会社が、生物多様性の保全に向けた包括 芦生研究林
連携協定を締結
第8回森里海シンポジウム「みんなで創る里山・里海の未来」を開催 フィールド研

社会全体で守る山の健康状態 フィールド研

世界で一番大きなカニ 白浜水族館

わかやま環境賞受賞紀南の3団体 瀬戸臨海実験所

オリジナル缶バッジ配布 18日から只大白浜水族館 白浜水族館

ゾグノク、海の白蛇兄大白浜水族館 白浜水族館

珍しい白いウミヘビ凩大白浜水族館で展示串本沖で採集 白浜水族館

モヨウモンガフドオシ：白いウミヘビいるよ変異個体を展ホ白浜・ 白浜水族館
京大水族館
白ウミヘビ見に来て白浜水族館「ここまで成長珍しい」 白浜水族館

学校製の海府初採集の魚海洋仙生オンライン学術誌に論文 舞鶴水産実験所

ワイドたんば芦生の生物多様性先端技術で解析南丹・美山の 芦生研究林
京大研究林国際プロジェクトに国内唯一参加土や大気 DNA
分析、鳥嗚き声AI判定 5年かけ調査
木の枝魚礁魚いっぱい凩大舞鶴水産実験所生態楽しく銀察 舞鶴水産実験所

映画がうまれるまち「唄う六人の女」監督インタビュー 芦生研究林

「芦生は気持ち良い場所」南丹で撮影映画「唄う六人の女」 芦生研究林

凩大実験所の見学会 10月21日、白浜 瀬戸臨海実験所

「畠島」レアな観察いかが京大瀬戸臨海実験所が募集／和歌山 瀬戸臨海実験所
県
きらきら銀色のワニグチボラ 白浜水族館

芦生に真っ赤なタマゴタケ南丹・美山の研究林（たんば画報） 芦生研究林
斧蛇館リニューアルヘ体系的に学べる場コンセプトづくり森の問 芦生研究林
題考える入り口に

南丹市への愛が溢れる映画撮影 芦生研究林

新種発見＿枚貝ヨコエビ凩大瀬戸臨海実験所など＝和歌山 瀬戸臨海実験所

海のために植林大切凩大フィールド研20年シンポ漁師ら講演「森 フィールド研
は海の恋人」
森、里、海つながり研究20年凩大フィールド研記念式典とシンポ フィールド研
＝滋賀

新種：身近な海に新種、貝とヨコエビ白浜水族館で標本展示ボ 瀬戸臨海実験所
ネリムシの巣穴で共生京大などのグループ発見／和歌山
学童保育所事業費2億円稲垣理事「他大学のモデル目指す」 和歌山研究林

尽都大学フィールド研創設20周年式典 フィールド研

尽大フィールド科学教育センター創設20周年記念式典・シンポを フィールド研
開催

シカ食害防げ柵を交換南丹・美山の只大芦生研究林設置17 芦生研究林
年で老朽化より強力植生守る
第1回「イオンSATOYAMAフォーフム」里山が持つ新たな価値創造 フィールド研
とは？く採録＞

第1回イオンSATOYAMAフォーラム開催レポート フィールド研

絶滅の恐れある海の生物／標本やパネルで紹介／凩大白浜水族 白浜水族館
館
絶滅種や危惧種84点の標本紹介 4月7日まで凩大白浜水族館で 白浜水族館
特別展
植物の種の保全へ連携京大と武田薬品工業が協定 上賀茂試験地

植物園の機能強化で連携協定 上賀茂試験地

フィールド科学教育研究センター創設20周年記念式典・シンポジウ フィールド研
ムを開催
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2024年2月28日 20而 尽都新聞 府内10種絶滅の恐れ両まるレッドデータブック更新 芦生研究林

2024年3月4日 20面 凩都新聞 過疎地振興外部の力も美山の住民・研究者人口減プーマに集 芦生研究林
会共同体維持へ方策探る

2024年3月6日 17面 凩都新聞 芦生の森多様な表情活写凩のガイド・写真家亀岡で展示「里山と 芦生研究林
違う風景感じて」

2024年3月15日 17面 息都新聞 芦生の森研究記録本に学者、住民と協働の成果 芦生研究林

2024年3月28日 p.22-23 BOOKぴあ［自然 尽都府南丹市芦生研究林（芦生の森） 芦生研究林
を満喫森さんぽ
関西版］

教職員に関する記事

年月日 掲載面 掲載紙 タイトル 教職員
2024年3月18H p.2-7 凩都大学広報誌 自然に触れて、生きものに学んで得られる感動と現場主義の学問 朝倉彰

『紅萌』第45号 の価値

2024年3月10日 9面 凩都新聞朝刊 H本は“窒素メタボ”環境汚染や富栄養化、地球温暖化にも影響 徳地直子
反応性窒素(Nr)問題考えて京で研究者

2023年5月2日 20面 読売新聞朝刊 ［身近な海の新発見］（1）イシダイ実は芸達者演技披露＝石川 益田玲爾

2023年6月11日 23面 昂都新聞朝刊 「磯焼け」の問題児童学ぶ凩大舞鶴水産実験所で光華小5年生

2023年7月24日 7面 日経産業新聞 特定魚種増減、海水で推計凩大、作業時間短く広範囲調査

2023年8月7日 21面 読売新聞石川県 ［身近な海の新発見］（3）リュウグウノッカイ小さな脳省エネ仕様
版朝刊 ＝石川

2023年8月9日 21而 読売新聞福井県 ［越前若狭の海］（4）原発近く温暖化の姿か
版朝刊

2024年2月1日 18而 尽都新聞朝刊 豊かさ連環森と里科学で解明左右する川からの栄養や泥 山下洋

2024年3月31日 p.5941 尽大広報 773号 随想「魚釣りについて想うこと」
2023年10月15日 p.79 BRUTUS No.994 明日がわかる時事用語辞典【自然・環境】 伊勢武史

2024年1月1日 p.30-37 北桑時報 292号 芦生研究林長の美山日記外と内の視点から 石原正恵

2023年5月3013 43号 凩都府漁協だより H本海のさかなの話～最新の魚類学研究から～「オニオコゼのな 甲斐嘉晃
かま」

2023年8月9H 44号 兄都府漁協だより 日本海のさかなの話～最新の魚類学研究から～「ヨウジウオのな
かま」

2023年11月3013 45号 尽都府漁協だより H本海のさかなの話～最新の魚類学研究から～「イスズミのなか
ま」

2024年1月1H 46号 兄都府漁協だより 日本海のさかなの話～最新の魚類学研究から～「カツオのなかま」

2024年3月31日 47号 兄都府漁協だより H本海のさかなの話～最新の魚類学研究から～「ハリセンボンの
なかま」

2023年5月18日 20面 毎日新聞 サカナ新時代：海水温上昇、熱帯ウニ“北上’'生態系影響、食用 中野智之
姿消すリスク

2023年6月2813 8面 読売新聞夕刊 同種巻き貝？実は別種ウノアシ交雑で「第三の種」可能性凩
大などチーム

2023年10月20日 1面 紀伊民報 新種の貝とヨコエピ串本の海で発見凩都大のグループ 後藤龍太郎

2023年10月27日 19而 毎日新聞和歌山 身近な海に新種貝とヨコエビポネリムシの巣穴で共生凩大などの
版 グループ発見白浜水族館で標本展示

2024年1月24日 9而 紀伊民報 希少な二枚貝を採取只大など串本の海で42年ぶり

2023年5月19日 21面 凩都新聞朝刊 伊根沖で新種テッポウエビ凩大など発見、国際学術誌掲載「ワ 邊見由美
カサムラサキエビ」命名

2023年5月24日 25面 読売新聞朝刊 エピ類新種相次ぐ発見凩大など伊根と舞鶴沖2種

2023年6月1H 6面 尽都大学新聞 新種のテッポウエビ類を発見フィールド研助教ら

2023年6月10日 28面 朝日新聞朝刊 ワカサムラサキエビ‘

2023年6月28日 19面 朝日新聞朝刊 若狭湾に「未知なる生物多様性？」新種エビ次々発見
（地域）

2023年7月5日 23面 朝日新聞幅井県 若狭湾、新種エビ次々未知なる生物多様性か
版

2023年5月号 p. 月刊養殖ビジネス 養殖技術講座：明日から使える！魚類心理学第15回魚の数的認 麻橋宏司
知能力から見る魚の賢さ

2023年4月2日 14面 読売新聞朝刊 科想空感「可愛い多毛類」への愛貫く 山守瑠奈

2023年10月6日 p.8-9 凩からあすへ（凩 白浜の環境が育む豊かな海の生態系。解きあかす鍵は、生きもの
都大学男女共同 への熱量と愛
参画推進セン
ター）第3号

2023年6月13日 21面 凩都新聞朝刊 芦生キノコH録完成大阪産業大准教授「多様性考えて」 赤石大輔

2024年1月19H 19面 朝日新聞福井県 ヤシャベフ、とことん研究山科の小3• 片山耀斗さん、文科大臣賞 山内洋紀
版 「海とさかな」コン／京都府

2023年8月413 21面 読売新聞石川県り ［身近な海の新発見］（2）タコ・イカ尚い知能「夢見る」可能性＝ 黒澤巧さん舞鶴水産実
石川 験所大学院生
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(8)テレビ・ラジオ等で放送された番組

年月日 放送局 番組名・内容等 キーワード・教職員等

2023年4月18日 FMビーチスプーション 朝ナビ764• KINAN BOXオニヒトデについて 原田桂太

2023年4月21日 テレビ大阪 （ニュース）ぷりぷりツヤツヤ尽都・舞鶴港の美味いカキ！ 益田玲爾
ここ 5年で最高の仕上がり

2023年5月6日 フジテレビ （ニュース）南桓で魚釣り～Fishingin Antarctica~（前 市）II光太郎
2023年5月13日 フジテレビ （ニュース） 「地球最後の秘境南極大陸」観測隊が見た神 市川光太郎

秘の世界

2023年5月15日 フジテレビ （ニュース）南極で魚釣り～Fishingin Antarctica~（後 市川光太郎
編）

2023年5月16日 FMビーチステーション 朝ナビ764• KINAN BOXミノカサゴの餌付けについて 加藤哲哉

2023年5月25H KBS凩都 きょうとDays 『ふるさと Days』コーナー葉の1枚1枚まで 芦生研究林・豊島淑子
再現。 1本の巨木を描き続ける女性【南丹市】

2023年6月 20~ FMビーチステーション 朝ナビ764• KINAN BOXモヨウモンガフドオシの白化個体に 山内洋紀
ついて

2023年6月22H 和歌山テレビ 6wakaイブニング畠島調査グループがわかやま環境賞受賞 中野智之

2023年6月24日 KBS尽都ァレビ SUNNY TIME海の尽都調査隊～舞鶴湾の生態系を調壺せよ～ 舞鶴水産実験所・益田
前編 玲爾

2023年7月1日 KBS尽都テレビ SUNNY TIME海の尽都調査隊～舞鶴湾の生態系を調鉦せよ～ 益田玲爾
後編

2023年7月8日 NHK ちゃうんちゃう？ 和歌山・白浜の仰天生物 白浜水族館

2023年7月1813 FMビーチステーション 朝ナビ764• KINAN BOXフジツボについて 原田桂太

2023年7月31日 NHK総合・大阪 ぐるっと関西おひるまえ全身真っ白な珍しいウミヘビ公開 白浜水族館

2023年8月7日 FM TANABE 紀南レキブン道場白浜水族館および水族館で飼育している 原田桂太、下村通誉
生物について、白浜水族館と瀬戸臨海実験所の歴史について

2023年8月15日 FMビーチステーション 朝ナビ764• KINAN BOXマゴチについて 加藤哲哉

2023年9月19日 FMビーチステーション 朝ナビ764• KINAN BOXヒョウモンダコについて 山内洋紀

2023年10月17日 FMビーチステーション 朝ナビ764• KINAN BOXホヤの生態について 原田桂太

2023年11月10日 TBSプレビ ひるおび海で起こる“異変’' 海の温暖化で激変する「日 益田玲爾
本の食卓」の未来

2023年11月21日 FMビーチステーション 朝ナビ764• KINAN BOXリンボウガイについて 加藤哲哉

2023年12月1913 FMビーチステーション 朝ナビ764• KINAN BOXニシキエビについて 山内洋紀

2024年1月16日 FMビーチステーション 朝ナビ764• KINAN BOXタカクラタツについて 原田桂太

2024年1月3lH フジテレビ 世界の何だコレ！ ？ミステリー ヒラメとカレイ 益田玲爾

2024年2月20日 FMビーチスプーション 朝ナビ764• KINAN BOXオオミミズハゼについて 山内洋紀

2024年3月1313 テレビ和歌山 6wakaイブニング 絶滅したものや絶滅の恐れのある和歌山 白浜水族館
の海に住む生き物たちの展示 京都大学白浜水族館

2024年3月1913 FMビーチステーション 朝ナビ764• KINAN BOXカイウミヒドラについて 加藤哲哉
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(9)各施設利用者数

（所属） 凩都大学 他大学

（目的） 教育 研究 その他 教育 研究

教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等

芦生研究林 284 663 796 726 96 42 322 133 

北海道研究林標茶区 259 423 1,475 76 2 19 194 22 

北海道研究林白糠区 14 21 8 1 

゜゜゜゜和歌山研究林 71 21 31 58 8 

゜゜
4 

上賀茂試験地 263 349 210 121 12 54 405 150 

徳山試験地 10 

゜゜゜
33 

゜゜゜北白川試験地 117 344 1,070 968 55 5 46 4 

紀伊大島実験所

゜゜
2 

゜
36 

゜゜゜舞鶴水産実験所 37 295 232 3,542 39 53 385 128 

瀬戸臨海実験所 261 324 134 3,172 40 129 775 115 

計 1,316 2,440 3,958 8,664 321 302 2,127 556 

（所属） 研究教育機関等 一般

（目的） 教育 研究 その他 教育 研究 その他 合計

芦生研究林 93 38 27 112 358 2,779 6,770 

北海道研究林標茶区 64 6 

゜
35 59 10 2,665 

北海道研究林白糠区

゜゜゜
， 6 22 81 

和歌山研究林 106 8 

゜
12 24 49 407 

上賀茂試験地 38 57 35 327 231 297 2,637 

徳山試験地 7 

゜゜
79 

゜
52 181 

北白川試験地

゜
15 

゜
163 241 71 3,137 

紀伊大島実験所

゜゜゜゜゜゜
42 

舞鶴水産実験所 178 84 22 36 52 72 5,336 

瀬戸臨海実験所 342 78 1 39 205 106,719 112,538 

計 828 286 85 812 1,176 110, 071 133,794 

(10)瀬戸臨海実験所附属水族館月別入館者数

有料入館者数 有料入館者

個人 団体 障害者 計 徴収金額計

月 大人 小人 大人 小人 大人 小人 （円）

4月 4,923 936 

゜゜
103 45 6,007 3,204,400 

5月 6,004 925 163 

゜
134 22 7,248 3,954,050 

6月 4,241 460 148 1 100 8 4,958 2,774,350 

7月 7,313 1,665 81 ， 123 56 9,247 4,842,750 

8月 10,262 2,995 68 43 171 73 13,612 6,905,050 

9月 6,268 669 94 13 114 21 7, 179 4,014,100 

10月 5,365 674 101 1 159 17 6,317 3,499,500 

11月 5,071 530 32 3 150 32 5,818 3,253,950 

12月 4,676 790 91 3 128 25 5,713 3,088,250 

1月 5,271 840 47 15 144 29 6,346 3,442,250 

2月 5, 161 672 74 1 107 39 6,054 3,336,550 

3月 7,277 1,310 264 36 177 45 9,109 4,882,900 

計 71,832 12,466 1, 163 125 1, 610 412 87,608 47,198,100 

（臨海実習等で実験所を利用した学生や教員、ならびに外来研究者等の来訪者は含まない。）

-77 -

(2023年度）

（単位：人）

その他

学生

290 1 1 

21 

゜゜゜15 

゜72 16 

゜゜33 5 

3 1 

178 3 

199 5 

811 41 

無料 入館者

入館者 数

数 計

1,166 7,173 

1,597 8,845 

1,067 6,025 

2,238 11,485 

2,264 15,876 

1,811 8,990 

1,878 8,195 

1,480 7,298 

1, 173 6,886 

1,263 7,609 

1,230 7,284 

1, 917 11,026 

19,084 106,692 

(2023年度）
（単位：人）

（参考）

前年度有料

入館者数計

5,885 

7,232 

5,415 

8,462 

12,374 

7,270 

6,534 

8,618 

6,451 

6,016 

5,027 

8,355 

87,639 



ao a ina ni si  o  a i o nia  a is  isi ing 

o a    

a    

a  in  

a    

a  in  

ao a ina 



(13)規程の改正等

京都大学フィールド科学教育研究センター芦生研究林宿泊棟使用内規の改正 (2023年3月8日教授会で承認・ 2023

年4月1日施行）

京都大学フィールド科学教育研究センター研究林・試験地における学生の車両の使用・運転に係る取扱要領 (2023

年9月13日教授会で承認・ 2023年9月13日施行）
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